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町
民
と
協
働
し
町
の
持
続
を
誓
う�

八
峰
町
誕
生
10
周
年
記
念
式
典
を
挙
行�

１．記念式典の様子。�

２．式辞を述べる加藤町長。�

３．あいさつを述べる芦崎議長。�

４．表彰状を受け取る工藤洋一

さん。�

５．会場全体で町民歌を歌う。�

　
　
峰
町
誕
生
か
ら
ち
ょ
う
ど
10�

　
　
年
を
迎
え
た
３
月
27
日
、
フ

ァ
ガ
ス
で
八
峰
町
誕
生
10
周
年
記

念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
式
典
に
は
佐
竹
敬
久
秋
田
県
知

事
や
、
佐
々
木
哲
男
秋
田
県
町
村

会
長
、
金
田
勝
年
衆
議
院
議
員
、

石
井
浩
郎
参
議
院
議
員
、
中
泉
松

司
参
議
院
議
員
を
は
じ
め
、
県
議

会
議
員
や
関
係
市
町
村
長
の
ほ
か
、

関
係
者
約
１
２
０
名
が
出
席
し
ま

し
た
。�

　
町
長
は
「
白
神
の
自
然
と
人
と

で
創
る
や
す
ら
ぎ
の
町
を
将
来
像

に
掲
げ
、
10
年
間
、
鋭
意
施
策
を

実
行
し
て
き
た
。
人
口
減
少
と
少

子
高
齢
化
が
進
行
し
、
厳
し
い
状

況
は
続
く
が
、
町
民
と
協
働
し
、

町
を
持
続
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
来
賓
の
佐
竹
知
事
か
ら
は
「
魅

力
あ
る
た
く
さ
ん
の
地
域
資
源
を

活
用
し
、
行
政
、
議
会
、
住
民
が

一
致
協
力
し
て
、
住
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
」
と
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。�

　
式
典
で
は
、
町
政
発
展
に
大
き

な
功
労
・
功
績
を
挙
げ
た
49
の
個

人
や
団
体
に
対
し
、
町
長
か
ら
表

彰
状
と
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
ほ

か
、
八
峰
町
町
民
歌
を
全
体
で
斉

唱
し
ま
し
た
。�

　
式
典
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
４
月
か
ら
統
合
す
る
八
森
中

学
校
と
峰
浜
中
学
校
の
吹
奏
楽
部

が
合
同
で
４
曲
を
、
峰
神
太
鼓
が

「
天
響
」
な
ど
２
曲
を
演
奏
し
た

ほ
か
、
石
川
郷
土
芸
能
保
存
会
に

よ
る
「
奴
踊
り
」「
駒
踊
り
」
が
披

露
さ
れ
、
八
峰
町
誕
生
10
周
年
に

華
を
添
え
ま
し
た
。�

表
彰
状
及
び
感
謝
状
授
与
（
敬
称
略
）�

【
表
彰
状
】�

・
武
　
田
　
ム
ツ
子�

・
藤
　
田
　
正
　
彦�

・
金
　
　
　
清
　
光�

・
鈴
　
木
　
一
　
彦�

・
田
　
村
　
清
　
一�

・
諸
　
澤
　
英
　
紀�

・
伊
　
藤
　
博
　
子�

・
加
　
藤
　
時
　
治�

・
佐
々
木
　
　
　
進�

・
佐
々
木
　
幸
　
夫�

・
白
　
山
　
　
　
正�

・
芹
　
田
　
富
　
夫�

・
野
　
村
　
剛
二
郎�

・
藤
　
井
　
正
　
孝�

・
丸
　
山
　
修
　
司�

・
森
　
田
　
清
　
治�

・
本
　
庄
　
政
　
光�

・
山
　
本
　
隆
　
子�

・
石
川
郷
土
芸
能
保
存
会�

・
岩
館
第
二
老
人
ク
ラ
ブ�

・
大
　
高
　
孝
　
雄�

・
大
信
田
老
人
ク
ラ
ブ�

・
大
森
建
設
株
式
会
社�

　
代
表
取
締
役�

　
大
　
森
　
三
四
郎�

・
お
は
な
し
の
会
か
も
め�

・
川
　
村
　
金
　
一�

・
木
　
藤
　
雄
　
介�

・
漁
協
女
性
部
ひ
よ
り
会�

・
窪
　
谷
　
有
　
芳�

・
工
　
藤
　
哲
　
弥�

・
工
　
藤
　
洋
　
一�

・
小
　
沢
　
　
　
悟�

・
武
　
田
　
倫
　
之�

・
中
　
嶋
　
茂
　
光�

・
日
　
沼
　
正
　
次�

・
本
　
多
　
弘
　
美�

・
光
　
田
　
悠
紀
男�

・
白
神
八
峰
商
工
会�

　
女
性
部�

・
田
中
花
の
会�

・
田
　
畑
　
忠
　
雄�

・
前
八
峰
町
社
会
福
祉
協

議
会
会
長�

　
故

菊
地
純
一
郎�

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
若
菜
会
会
長�

　
千
　
葉
　
カ
ツ
ヨ�

・
三
　
浦
　
榮
　
悦�

・
皆
　
川
　
鉄
　
治�

・
安
　
岡
　
誠
　
一�

・
柳
　
川
　
宣
　
史�

��

【
感
謝
状
】�

・
大
森
グ
ル
ー
プ
代
表
　

大
　
森
　
三
四
郎�

・
金
　
谷
　
信
　
榮�

・
東
日
本
電
信
電
話
株
式

会
社�

・
若
　
狭
　
敏
　
春�

������

※
掲
載
順
は
、
八
峰
町
表
彰
規
則

第
２
条
各
号
の
規
定
順
及
び
氏

名
、
団
体
名
の
昇
順�

６．合同演奏を披露する八中・峰中

吹奏楽部。�

７．峰神太鼓は迫力ある太鼓を披露。�

８．しなやかな動きで華を添える奴

踊り。�

９．勇ましく跳び上がる駒踊り。�

1

2

5
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平
成
18
年
（
２
０
０
６
）�

３
月
27
日
　
八
峰
町
が
誕
生�

４
月
23
日
　
初
代
町
長
に
加
藤
和
夫
氏
当
選�

５
月
　
　
　
初
代
町
議
会
議
長
に
阿
部
栄
悦
氏
就
任�

６
月
17
日
　
観
海
地
区
に「
ハ
タ
ハ
タ
の
町
診
療
所
」が
オ
ー
プ
ン�

10
月
３
日
　
未
明
、
峰
浜
庁
舎
で
火
災
が
発
生
し
、
庁
舎
が
全
焼�

平
成
19
年
（
２
０
０
７
）�

４
月
１
日
　
ハ
タ
ハ
タ
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン�

７
月
１
日
　
あ
き
た
白
神
体
験
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン�

８
月
31
日
　
町
内
で
秋
田
わ
か
杉
国
体
大
会
旗
・
炬
火
リ
レ
ー�

10
月
　
　
　
八
峰
町
町
民
歌
「
や
す
ら
ぎ
の
ふ
る
さ
と
」
が
完
成�

平
成
20
年
（
２
０
０
８
）�

４
月
１
日
　
ご
み
の
収
集
体
制
を
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
に
一
本
化�

４
月
１
日
　
岩
子
小
学
校
が
閉
校
し
、
水
沢
小
学
校
へ
統
合�

７
月
　
　
　
中
浜
地
区
に
八
峰
町
中
央
公
園
が
完
成�

11
月
　
　
　
岩
館
小
学
校
と
八
森
小
学
校
で
閉
校
式�

平
成
21
年
（
２
０
０
９
）�

４
月
１
日
　
岩
館
・
観
海
・
八
森
の
３
小
学
校
が
統
合
し
、
八
森

小
学
校
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト�

９
月
　
　
　
八
峰
町
新
庁
舎
が
完
成
。
同
24
日
か
ら
通
常
業
務
ス

タ
ー
ト�

11
月
　
　
　
八
峰
町
名
誉
町
民
の
日
沼
　
夫
博
士
（
茂
浦
出
身
）

が
文
化
勲
章
受
章
。
本
県
出
身
者
で
は
54
年
ぶ
り
２

人
目
の
快
挙�

11
月
22
日
　
ふ
る
さ
と
会
も
統
合
。
八
峰
町
関
東
ふ
る
さ
と
会
が

誕
生�

平
成
22
年
（
２
０
１
０
）�

４
月
１
日
　
町
内
の
下
水
道
料
金
を
統
一�

４
月
18
日
　
町
長
に
加
藤
和
夫
氏
が
再
選
。
２
期
目
ス
タ
ー
ト�

４
月
26
日
　
峰
栄
館
・
フ
ァ
ガ
ス
ロ
ビ
ー
に
図
書
室
オ
ー
プ
ン�

８
月
12
日
　
夏
季
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会
開
催�

平
成
23
年
（
２
０
１
１
）�

３
月
11
日
　
東
日
本
大
震
災
発
生
。
被
災
地
へ
町
職
員
を
派
遣�

８
月
　
　
　
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
を
全
国
に
先
駆
け
、
町
内
３
小
学

校
で
ス
タ
ー
ト�

平
成
24
年
（
２
０
１
２
）�

４
月
７
日
　
ポ
ン
ポ
コ
山
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン�

６
月
８
日
　
東
京
生
薬
協
会
と
「
生
薬
栽
培
促
進
に
関
す
る
連
携

協
定
」
を
締
結�

９
月
24
日
　
八
峰
白
神
ジ
オ
パ
ー
ク
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

さ
れ
る�

平
成
25
年
（
２
０
１
３
）�

３
月
27
日
　
平
成
20
年
か
ら
休
診
し
て
い
た
町
営
歯
科
診
療
所
が

再
開�

８
月
６
日
　
八
森
ブ
ル
ー
ウ
ェ
ー
ブ
が
第
33
回
全
日
本
学
童
軟
式

野
球
大
会
に
出
場
。
明
治
神
宮
野
球
場
で
は
つ
ら
つ

と
プ
レ
ー�

平
成
26
年
（
２
０
１
４
）�

４
月
20
日
　
町
長
に
加
藤
和
夫
氏
が
再
選
。
３
期
目
ス
タ
ー
ト�

５
月
28
日
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
初
参
戦
も
岩
手
県
葛
巻
町
に
惜

敗�

７
月
　
　
　
八
峰
町
小
学
校
及
び
中
学
校
統
合
協
議
会
が
発
足�

11
月
４
日
　
岩
館
・
観
海
・
八
森
の
３
子
ど
も
園
が
統
合
し
、
八

森
子
ど
も
園
ス
タ
ー
ト�

平
成
27
年
（
２
０
１
５
）�

５
月
27
日
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
で
北
海
道
鷹
栖
町
に
勝
利
し
、
金

メ
ダ
ル�

７
月
25
日
　
豪
雨
の
た
め
初
め
て
町
内
２
地
区
に
避
難
勧
告
を
発

表�

10
・
11
月
　
塙
川
小
学
校
と
八
森
中
学
校
で
閉
校
式�

11
月
22
日
　
10
周
年
記
念
事
業「
堀
内
孝
雄
歌
謡
シ
ョ
ー
」を
開
催�

11
月
　
　
　
町
内
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
ス
タ
ー
ト�

12
月
25
日
　
能
代
市
山
本
郡
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
締
結�

平
成
28
年
（
２
０
１
６
）�

３
月
　
　
　
水
沢
小
学
校
と
峰
浜
中
学
校
で
閉
校
式�

　
平
成
18
年
３
月
27
日
、
八
森
町
と
峰
浜
村
が
合
併
し
、
八
峰
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。�

　
県
内
で
最
も
遅
い
合
併
と
な
っ
た
八
峰
町
は
、
平
成
28
年
３
月
27
日
で
合
併
10
年

を
迎
え
ま
し
た
。�

　
合
併
10
年
を
記
念
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
紹
介
し
ま
す
。�
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１
４
１
年
の
歴
史
に
幕�

　
３
月
６
日
、
水
沢
小
学
校
で
閉
校
記
念
式
典

が
行
わ
れ
、
１
４
１
年
の
歴
史
に
幕
を
降
ろ
し

ま
し
た
。�

　
こ
の
日
は
、
児
童
や
地
域
住
民
な
ど
約
３
０

０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。�

　
式
典
で
は
石
川
校
長
が
「
統
合
は
悲
し
さ
を

感
じ
さ
せ
る
が
、
希
望
を
持
ち
、
未
来
に
む
か

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
ほ
か
、

児
童
代
表
の
塚
本
莉
爽
さ
ん
が
「
水
小
を
大
切

に
し
よ
う
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
思
い

出
を
自
信
に
変
え
て
が
ん
ば
り
た
い
。
新
し
い

仲
間
と
未
来
を
築
い
て
い
こ
う
」
と
誓
い
ま
し

た
。�

　
式
典
終
了
後
は
全
校
児
童
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
水
小
に
な
る
前
の
必
明
学

校
が
で
き
た
頃
の
劇
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
し
た
。�

全
て
の
方
に
感
謝
を
込
め
て�

　
３
月
19
日
、
峰
浜
中
学
校
で
閉
校
記
念
式
典

が
行
わ
れ
、
35
年
の
歴
史
に
幕
を
降
ろ
し
ま
し

た
。�

　
約
２
５
０
人
の
生
徒
や
住
民
な
ど
が
出
席
し

た
式
典
で
は
、
町
長
が
式
辞
を
述
べ
た
ほ
か
、

長
浜
校
長
が
「
数
々
の
歴
史
を
築
け
た
の
は
地

域
の
方
々
な
ど
の
お
か
げ
。
八
峰
中
と
な
っ
て

も
変
わ
ら
な
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
会
長
の
菊

地
悠
汰
さ
ん
が
「
１
年
間
、
た
く
さ
ん
の
行
事

で
ま
と
ま
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
指
導

し
て
く
れ
た
先
生
、
地
域
の
み
な
さ
ん
あ
り
が

と
う
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
語
り
ま
し
た
。�

　
式
典
の
後
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て

峰
浜
中
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
ま
た
、

３
人
の
生
徒
が
将
来
の
夢
を
発
表
し
た
ほ
か
、

最
後
に
ふ
る
さ
と
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

「
大
地
讃
頌
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。�

　八峰町では、平成19年３月に策定した「第１次八峰町総合振興計画」に基づき、それぞれの地

域の特色を生かしながら、「白神の自然と人とで創るやすらぎのまちづくり」を進めてきました。�

　しかし、人口減少・少子高齢化が進み、地方創生が重要なテーマとなるなど町を取り巻く環境は

様々な影響を受けていることから、計画的なまちづくりを進めるため、今年３月「第２次八峰町総

合振興計画」を策定しました。�

～将来像は『白神の自然と人とで創るやすらぎのまち』～�

　
本
計
画
で
目
指
す
ま
ち
の
姿
は
、

第
１
次
八
峰
町
総
合
振
興
計
画
と

同
様
に
『
白
神
の
自
然
と
人
と
で

創
る
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
』
で
す
。�

自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
、
多
様
な

地
域
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

独
自
の
地
域
文
化
や
産
業
の
振
興

を
図
る
と
と
も
に
、
住
民
が
誇
り

を
感
じ
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思

え
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
ま
ち
を
構
成
す
る
す
べ

て
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
活

か
し
て
主
体
的
に
い
き
い
き
と
活

動
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。�

　
本
計
画
は
、
基
本
構
想
、
基
本

計
画
、
実
施
計
画
の
三
層
で
構
成

し
ま
す
。�

��

　
本
町
の
現
状
を
認
識
し
た
上
で
、

町
の
将
来
像
の
姿
を
描
き
、
そ
れ

を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
や
基
本
的
な
施

策
を
明
ら
か
に
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
計
画
で
す
。�

　
議
会
の
議
決
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
、
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
37
年

度
の
10
年
間
を
計
画
期
間
と
し
ま

す
。�

��

　
基
本
構
想
で
描
か
れ
た
将
来
像

を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
的
な
施

策
を
体
系
化
し
、
部
門
別
の
主
要

事
業
を
表
し
た
計
画
で
す
。�

　
前
期
と
後
期
に
分
け
、
そ
れ
ぞ

れ
５
年
間
を
計
画
期
間
と
し
ま
す
。�

��

　
基
本
計
画
で
示
さ
れ
た
主
要
事

業
を
も
と
に
、
そ
の
緊
急
性
や
財

政
事
情
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
具

体
的
な
事
務
事
業
に
移
し
て
い
く

た
め
の
計
画
で
す
。�

　
３
カ
年
計
画
で
、
毎
年
内
容
等

の
調
整
を
行
い
ま
す
。�

��

　
町
が
目
指
す
将
来
像
を
実
現
す

る
た
め
、
基
本
構
想
に
お
い
て
、

左
図
６
つ
の
基
本
目
標
を
設
定
し

ま
し
た
。�

　
い
ず
れ
も
本
町
が
抱
え
る
、「
人

口
減
少
」「
少
子
・
高
齢
化
」「
都
市

部
へ
の
若
年
層
流
出
」
と
い
っ
た

問
題
に
対
応
し
て
い
る
ほ
か
、
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り

を
進
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
目
標
の

下
に
は
、
特
に
重
点
的
に
取
り
組

む
施
策
の
例
を
並
べ
て
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
で
、

よ
り
よ
い
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。�

�

　
次
回
か
ら
の
広
報
は
っ
ぽ
う
で

は
、
今
後
５
年
間
の
具
体
的
な
施

策
を
示
し
た
「
前
期
基
本
計
画
」

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。�

●
町
の
将
来
像�

●
６
つ
の
基
本
目
標�

●
計
画
の
構
成
と
期
間�

基
本
構
想�

基
本
計
画�

実
施
計
画�

第2次八峰町総合振興計画を策定�第2次八峰町総合振興計画を策定�



予
算
概
要

予
算
概
要
�

予
算
概
要
�

予
算
概
要
�

平
成
平
成
28
年
度
年
度
�

　
　
特
別
会
計
予
算

　
　
特
別
会
計
予
算
�

平
成
28
年
度
�

　
　
特
別
会
計
予
算
�

平
成
28
年
度
�

　
　
特
別
会
計
予
算
�

■
歳
入�

　
自
主
財
源（
注
１
）の
柱
で
あ
る
町

税
は
５
億
３，

１
２
２
万
円
で
０
・

３
％
、
分
担
金
及
び
負
担
金
は
１，

１
２
２
万
１
千
円
で
18
・
３
％
前
年

度
よ
り
減
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
寄

附
金
が
５
６
６
・
１
％
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。
　�

　
自
主
財
源
全
体
で
は
13
億
２，

６

３
２
万
６
千
円
で
前
年
度
よ
り
９
・

１
％
増
加
し
て
お
り
、
収
入
全
体
の

う
ち
自
主
財
源
は
21
・
４
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。�

　
一
方
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県
支

出
金
な
ど
の
依
存
財
源（
注
２
）の
割

合
は
78
・
６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
収
入
全
体
の
約
８
割
が
国
や
県
に

頼
る
厳
し
い
財
政
状
況
で
す
。�

�

■
歳
出�

　
目
的
別
で
は
民
生
費
が
13
億
６，

９
３
２
万
２
千
円
で
ト
ッ
プ
。
つ
い

で
、
総
務
費
、
公
債
費
と
続
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
性
質
別
で
は
人
件
費
、

公
債
費
、
扶
助
費
の
義
務
的
経
費
が

23
億
４，

９
４
４
万
８
千
円
で
歳
出

全
体
の
38
％
を
占
め
て
い
ま
す
。�

�

（
注
１
）
自
主
財
源
と
は
町
が
自
主

的
に
収
入
し
う
る
財
源
を
い
い
、
地

方
税
、
分
担
金
及
び
負
担
金
、
使
用

料
及
び
手
数
料
、
財
産
収
入
、
寄
付

金
、
繰
入
金
、
繰
越
金
、
諸
収
入
が

こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。�

（
注
２
）
依
存
財
源
と
は
国
や
県
か

ら
交
付
さ
れ
、
ま
た
、
町
債
と
し
て

町
が
借
り
入
れ
る
お
金
で
す
。�

�����

　
町
に
は
一
般
会
計
と
は
別
に
、
10

の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。�

　
平
成
28
年
度
の
予
算
総
額
は
33
億

８，

６
０
２
万
円
で
、
前
年
度
の
当

初
予
算
と
比
較
す
る
と
４
・
３
％
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
今
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
総
額
61
億
８，

９
０
０
万
円
で
、
２
年
振
り
に
減
額
と
な
り
ま
し
た
。�

　
合
併
後
11
年
目
と
な
る
今
年
度
予
算
は
、
統
合
小
・
中
学
校
と
い
う
大
型
事
業
が
終
了
す
る
こ
と

か
ら
、
例
年
並
み
の
予
算
編
成
と
し
ま
し
た
が
、
普
通
交
付
税
の
段
階
的
縮
減
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、

新
規
事
業
は
極
力
抑
制
し
、
効
果
の
薄
れ
た
事
務
事
業
の
廃
止
・
縮
小
に
集
中
的
に
努
め
る
初
年
度

と
し
ま
し
た
。�

　
一
方
、
国
の
「
地
方
創
生
関
連
事
業
」
や
県
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基

づ
く
「
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
の
維
持
・
活
性
化
を
図
る
新
た
な
取
組
み
」
な
ど
の
新
規
補

助
事
業
は
積
極
的
に
活
用
し
、
産
業
振
興
や
移
住
・
定
住
対
策
、
少
子
化
対
策
に
向
け
た
取
り
組
み

に
重
点
配
分
す
る
予
算
と
し
ま
し
た
。�
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平成28年度�

八
峰
町
予
算
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

八
峰
町
予
算
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
�

一
般
会
計
予
算
は
61
億
８，
９
０
０
万
円�

各特別会計の予算額� （単位：千円、％）�

会　計　別� 平成28年度� 平成27年度� 前年比�

15.1%

22.1%

4.0%
12.5%7.4%

11.5%

1.4%

9.5%

14.1%

2.4%

歳 出�
（目 的 別）�

61億8900万円�
（9.2%減）�

町税:8.6% 
　5億3,122万円(前年比:0.3%減）�

分担金及び負担金:0.2% 
　1,122万1千円(前年比:18.3%減）�

使用料及び手数料0.8% 
　5,204万6千円(前年比:5.8%増）�

財産収入:0.2% 
　1,104万2千円(前年比:3.4%減）�

寄附金:0.3%  

繰入金:6.5% 

諸収入:4.9% 

自主財源�

21.4％�

歳入�
61億8,900万円�
（9.2%減）�

13億2,632万6千円�

78.6％�
48億6,267万4千円�

依存財源�

地方交付税:51.3% 
　31億7,646万1千円(前年比:1.9%減）�

町債:11.3%  
　6億9,710万円(前年比:46.1%減）�

国県支出金:13.3% 
　8億2,301万3千円(前年比8.8%減）�

地方譲与税等:2.7% 
　1億6,610万円(前年比:0.0%）�

人件費:15.9%  
　9億8,523万9千円�
　(前年比:2.4%減）�

公債費:14.1%  
　8億7,386万5千円�
　(前年比:3.0%増）�

扶助費:7.9%  
　4億9,034万4千円�
　(前年比:7.1%増）�

普通建設事業費:13.0%
(災害復旧事業費含む）�

　8億177万円�
　(前年比:43.2%減）�

物件費:16.4%  
　10億1,807万8千円�
　(前年比:14.1%増）�

繰出金:14.7%  
　9億702万円�
　(前年比:1.0%減）�

補助費:11.7%  
　7億2,544万1千円�
　(前年比:0.6%減）�

積立金:0.5%  
　2,873万8千円�
　(前年比:75.3%減）�

その他:5.8%  
　3億5,850万5千円�
　(前年比:17.1%減）�

歳出�
（性質別）�
61億8,900万円�
（9.2%減）�

【主な事業】�
道路新設改良関係　3,500万円�
橋梁維持関係　1億8,100万円�
住宅リフォーム緊急支援事業　1,000万円�

【主な事業】�
消防施設費　1,151万1千円�

【主な事業】�
教育ＩＣＴ支援員配置　850万2千円�
特別支援教育支援員配置　3,005万円�
スクールバス委託料　1億2,132万7千円�
ＩＣＴを活用した学びの推進プロジェクト　246万円�

公債費とは町債などの返済金のことです。�

【主な事業】�
駅前コミュニティセンター建設事業　3,289万4千円�
参議院議員通常選挙　683万8千円�
ふるさと八峰特産品プレゼント事業　1,225万円�
能代山本広域市町村圏組合負担金　3億3,531万9千円�
自治会育成支援事業補助金　2,124万5千円�

【主な事業】�
臨時福祉給付金給付事業　4,800万円�
自立支援給付費等扶助　2億6,853万円�
福祉医療費　7,346万8千円�
子育て支援センター運営費　1,484万1千円�

【主な事業】�
予防接種事業　1,314万5千円�

【主な事業】�
議会費　8,152万円�
諸支出金　4,424万8千円�

【主な事業】�
菌床しいたけ研修施設等整備事業　9,000万円�
担い手育成応援事業　1,000万円�
松くい虫防除対策事業　1,760万9千円�

総務費 9億3,136万5千円（2.5％減）�その他 1億4,595万7千円（61.3％減）�

公債費 8億7,386万5千円（3.0％増）�

教育費 5億8,881万6千円（58.2％減）�

土木費 7億1,128万4千円（0.3％増）�

衛生費�
2億4,786万1千円（5.7％減）�

農林水産業費�
7億7,460万円（4.0％増）�

商工費�
4億6,010万7千円（57.0％増）�

消防費�
8,582万3千円（7.5％減）�

民生費 13億6,932万2千円（8.5％増）�

　2,000万3千円�
　(前年比:566.1%増）�

　4億501万7千円(前年比:81.8%増）�

繰越金:0.5% 
　3,000万円(前年比:0.0%）�

　2億6,577万7千円(前年比:24.5%減）�

【主な事業】�
温泉掘削事業　1億2,258万円�
温泉管理施設整備事業　9,201万6千円�
八峰町雇用創出活動支援事業　1,000万円�
種苗放流・栽培漁業定着強化事業　220万円�
指定事業者雇用奨励金　275万円　　�

八
峰
町
予
算
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

八
峰
町
予
算
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
�

八
峰
町
予
算
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
�

国 民 健 康 保 険 �

介 護 保 険 事 業 �

後 期 高 齢 者 医 療 �

沢 目 財 産 区 �

簡 易 水 道 事 業 �

公 共 下 水 道 事 業 �

農業集落排水事業�

漁業集落排水事業�

合併処理浄化槽事業�

町 営 診 療 所 �

合　　計�

1,263,034�

1,189,715�

83,525�

12,491�

316,383�

309,015�

82,766�

55,637�

3,628�

69,826�

3,386,020

1,281,564�

1,193,740�

81,271�

8,252�

421,382�

323,577�

89,398�

61,473�

3,639�

73,075�

3,537,371

▲1.4 �

▲0.3 �

2.8 �

51.4 �

▲24.9 �

▲4.5 �

▲7.4 �

▲9.5 �

▲0.3 �

▲4.4 �

▲4.3 

義務的�
経費�

投資的�
経費�

その他�
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平成28年度からの後期高齢者医療の保険料率について�

　後期高齢者医療制度の保険料率は、２年ごとに改定されることになっています。平成28年度からの保険料率に

変更はありませんが、所得が一定以下の世帯の方に適用される保険料の軽減措置については、５割軽減及び２割

軽減について対象が拡大されます。改定後の保険料率に基づく保険料額は、平成28年7月中旬頃にみなさまに通

知する予定です。�

　２年ごとに改定される保険料率は、「秋田県後期高齢者医療広域連合」が決定しています。市町村では、広域

連合で決定した保険料率に基づき、保険料の通知や納付書をみなさまに送付しています。今回の保険料率改定で

は、医療費の今後の伸びなどにより算定しています。�

後期高齢者医療保険料の内訳　　※保険料率は変更ありません�

保険料率の算定について�

保険料額　＝　均等割額　+　所得割額（所得×所得割率）�
（３９，７１０円）� （８．０７％）�

●均等割額の軽減措置（軽減割合は変更ありませんが、５割軽減及び２割軽減の対象が拡大されます）�

世帯主及び被保険者の総所得金額等が下記の基準を�
超えない世帯�

軽減割合�

被保険者本人の総所得金額等� 軽減割合�

均等割額�
H2７年度まで�

均等割額�
H2８年度から�

基礎控除額（３３０，０００円）�

被保険者全員の年金収入８０万円以下で、�
その他各所得がない�

８．５割�

９割�

５割�

２割�

９割�

５，９５６円�

３，９７１円�

１９，８５５円�

３１，７６８円�

３，９７１円�

５，９５６円�

３，９７１円�

１９，８５５円�

３１，７６８円�

３，９７１円�

基礎控除額（３３０，０００円）+２６５，０００円×�
世帯の被保険者の数�

基礎控除額（３３０，０００円）+４８０，０００円×�
世帯の被保険者の数�

後期高齢者医療制度加入前に被用者保険の被扶養者�
であった被保険者�

●所得割額の軽減措置（軽減割合は変更ありません）�

５８万円以下�
（年金収入のみの場合は、１５３万円～２１１万円以下）�

５割�

●賦課限度額（賦課限度額は変更ありません）�

■問合せ先　　秋田県後期高齢者医療広域連合　業務課　　０１８－８５３－７１５５�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務課　　０１８－８３８－０６１０�

平成２７年度まで� 平成２８年度から�

賦課限度額� ５７万円� ５７万円�

　平成28年度に各課で実施する主な事業を、地方創生に向けた「まち・ひと・しごと創
生総合戦略」に関連する事業と、新規事業の２つに絞って紹介します。�
※●創…まち・ひと・しごと創生総合戦略事業　　●新…新規事業�

●創●新沢目駅前コミュニティセンター
建設事業…Ｓ46年に完成した現在の

　コミュニティセンターを、同規模で

　同じ場所に建設する�

●新役場車庫、備蓄倉庫等塗装事業…
　Ｈ21、22年の完成から初めての塗

　替え�

【その他】　●新…町有自動車購入費、小
　型動力ポンプ積載車購入費ほか�

総
　
務
　
課�

●創定住促進用空き家改修事業…町内
の空き家を借上げて改修し、移住・

定住用住宅として貸し出す�

●新公共施設等総合管理計画策定事業
…役場庁舎や空き校舎などの公共施

設管理についての計画策定�

【その他】　●創●新…公共交通空白地有
償運送事業�

　●創…定住奨励金ほか�

企
画
財
政
課�

●創医療給付費事業…町内の子ども（0歳
児～中学生）にかかる医療費が無料�

●新年金生活者等支援臨時福祉給付金
事業…Ｈ27年度住民税非課税かつ

Ｈ28年度中に65歳となる方へ3万

円給付�

【その他】　●創…育児助成金支給事業、
母体健康増進支援事業�

　●新…救急医療情報キット事業ほか�

福
祉
保
健
課�

●創●新菌床しいたけ研修施設等整備事
業…県と協働で実施する事業で、菌

床しいたけの販売額増と雇用拡大を

目的とする�

●創生薬試験栽培事業…すでに本格栽
培されているカミツレやキキョウ以

外の品目を試験的に栽培する�

【その他】　●新…峰浜果樹組合鳥被害
防止対策事業補助金ほか�

農
林
振
興
課�

●創八峰町雇用創出活動支援事業…新
たに起業する会社や、既存の会社で

も新商品開発などに取り組む場合に

補助する�

●創地域特産品販路拡大事業…『はっ
ぽううまし』ブランドの拡大、地域

特産品の販売などを行う�

【その他】　●創…指定事業者雇用奨励金、
インバウンド観光推進事業ほか�

産
業
振
興
課�

●創●新温泉掘削事業…ハタハタ館の温
泉井戸老朽化に伴い、新たな井戸を

ハタハタ館北側で掘削する�

●新除雪機械購入費…これまでリース
していた除雪機を購入する�

【その他】　●創●新…温泉管理施設建設
事業�

　●新…八森地区簡易水道廃止施設解体
事業、観小歩道橋橋梁補修工事ほか�

建
　
設
　
課�

●創●新子育て支援センター運営費…妊
婦から未就学児までの子育てに対す

る悩み相談や、子育て世代の交流を

実施�

●新スクールバス委託事業…現在の八
森小に加え、峰浜小、八峰中に通う

児童・生徒の通学をサポートする。�

【その他】　●創…保育料軽減事業（３歳
以上児無料、３歳未満児半額）ほか�

学
校
教
育
課�

●創●新移動図書館事業…専用車両を購
入して図書館から遠い地域や子ども

園などで移動図書館を実施。また、

子どもや高齢者の見守りたいとして

の役割も備える�

●新地域未来塾事業…中学校1・2年生を
対象にタブレット端末を貸し出し、

テキストなどをダウンロードして勉強

する場を、放課後や土曜日に設ける�

生
涯
学
習
課�



���

　
秋
田
県
市
町
村
未
来
づ
く
り
協
働
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
い
て
で
す
が
、
１
月
15
日
、
秋
田
県
市

町
村
会
館
に
お
い
て
、
本
町
の
「
お
が
る
八
峰

し
い
た
け
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
、
あ
き

た
未
来
づ
く
り
本
部
会
議
が
開
催
さ
れ
、
本
部

長
で
あ
る
秋
田
県
知
事
に
対
し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
行
う
と
と
も
に
、
事
業
内
容
に
関

す
る
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

�������������������

　
協
議
の
中
で
、
佐
竹
知
事
か
ら
は
、
「
八
峰

町
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
大
い
に
期

待
し
て
お
り
、
「
白
神
」
の
清
浄
な
イ
メ
ー
ジ
、

健
康
志
向
、
安
心
・
安
全
、
を
前
面
に
出
し
て

頑
張
っ
て
頂
き
た
い
。
」
な
ど
の
前
向
き
な
発

言
も
あ
り
、
八
峰
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
原
案
の

と
お
り
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
事
業
期
間
で
あ
る
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
31

年
度
ま
で
の
４
年
間
、
県
交
付
金
や
地
方
債
を

充
当
し
な
が
ら
、
「
地
域
定
着
を
促
進
す
る
た

め
の
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

町
が
特
産
化
を
進
め
て
き
た
菌
床
し
い
た
け
の

実
践
研
修
施
設
等
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

新
規
就
業
者
の
育
成
と
雇
用
の
場
の
確
保
を
推

進
す
る
。
」
な
ど
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標

を
達
成
で
き
る
よ
う
、
県
、
関
係
団
体
、
関
係

住
民
等
と
連
携
し
、
集
中
的
に
事
業
を
推
進
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

���

　
公
共
交
通
空
白
地
有
償
運
送
事
業
に
つ
い
て

で
す
が
、
１
月
21
日
、
公
共
交
通
空
白
地
域
の

交
通
手
段
の
確
保
を
図
る
た
め
、
本
町
を
営
業

区
域
に
含
む
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
関
係
交
通
機

関
、
秋
田
運
輸
支
局
、
有
償
運
送
運
営
団
体
、

地
域
住
民
な
ど
の
代
表
者
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
、
「
八
峰
町
公
共
交
通
空
白
地
有
償
運
送
運

営
協
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。�

　
会
議
で
は
、
本
事
業
の
経
緯
を
説
明
し
た
後
、

空
白
地
有
償
運
送
事
業
の
運
営
規
定
等
に
つ
い

て
協
議
し
、
運
営
主
体
を
八
峰
町
社
会
福
祉
協

議
会
と
し
、
発
地
・
着
地
は
大
信
田
、
塙
、
仲

村
、
横
内
の
各
自
治
会
地
内
と
す
る
こ
と
で
了

承
さ
れ
ま
し
た
。�

　
事
業
の
実
施
に
は
、
専
用
車
両
や
運
転
者
の

確
保
と
と
も
に
、
地
域
住
民
に
対
す
る
Ｐ
Ｒ
活

動
も
必
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
地
方
創
生
加
速

化
交
付
金
事
業
で
専
用
車
両
の
確
保
や
運
転
者

の
育
成
等
を
行
う
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
協
議

会
と
連
携
し
、
関
係
自
治
会
で
の
説
明
会
の
開

催
な
ど
、
事
業
の
周
知
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。�

�

　
　
　�

�

　
医
科
診
療
所
の
常
勤
医
師
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
確
保
の
目
途
が
た
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
ま
で
能
代
市
山
本
郡
医
師
会
、
能
代
山
本

医
師
会
病
院
、
秋
田
大
学
の
ご
協
力
を
得
て
非

常
勤
医
師
体
制
で
診
療
し
て
き
ま
し
た
が
、
平

成
28
年
度
か
ら
医
師
会
病
院
、
秋
田
大
学
か
ら

の
医
師
の
派
遣
を
終
了
し
、
三
木
医
師
と
椿
坂

医
師
の
２
人
体
制
で
診
療
を
行
う
こ
と
で
協
議

が
整
い
ま
し
た
。
月
水
金
の
午
後
本
院
に
お
い

て
三
木
医
師
が
担
当
し
、
火
曜
日
午
後
塙
川
分

院
を
椿
坂
医
師
が
担
当
し
ま
す
。
木
曜
日
が
休

診
と
な
り
週
の
診
療
時
間
は
減
少
し
ま
す
が
、

担
当
す
る
医
師
の
固
定
化
に
つ
な
げ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
平
成
29
年
度
以
降
の
体
制
に
つ
い
て

も
、
常
勤
医
師
の
確
保
と
合
わ
せ
、
非
常
勤
医

師
の
体
制
な
ど
協
議
し
な
が
ら
診
療
時
間
の
確

保
に
努
め
ま
す
。�

�

　
　
　�

�

　
は
っ
ぽ
う
う
ま
し
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
で

は
、
町
の
食
材
を
使
っ
た
加
工
食
品
の
開
発
を

進
め
て
い
ま
す
。�

　
具
体
的
に
、
27
年
度
は
、
峰
浜
地
区
に
昔
か

ら
伝
わ
る
郷
土
料
理
「
な
ん
ば
ん
べ
っ
ち
ょ
」

に
し
い
た
け
を
使
用
し
、
更
に
改
良
し
て
、
八

峰
町
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
売
り
出
そ
う
と
す
る
も

の
で
す
。�

　
先
般
、
峰
浜
地
区
に
伝
わ
る
三
種
類
の
「
な

ん
ば
ん
べ
っ
ち
ょ
」
を
現
地
で
試
作
し
、
参
加

者
が
食
べ
比
べ
を
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
改

良
を
加
え
れ
ば
商
品
と
し
て
売
り
出
せ
る
の
か
、

様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
協
議
し

て
い
ま
す
。�

�������������������

　
指
導
に
当
た
っ
た
、
料
理
研
究
家
の
先
生
か

ら
は
、
エ
ゴ
マ
の
に
お
い
も
食
欲
を
そ
そ
り
、

味
も
申
し
分
な
い
。
今
ま
で
に
、
食
べ
た
こ
と

の
な
い
料
理
で
、
多
少
色
合
い
が
悪
い
も
の
の
、

改
良
を
加
え
れ
ば
、
自
然
食
品
・
健
康
ブ
ー
ム

に
乗
せ
る
こ
と
も
出
来
、
売
れ
る
可
能
性
は
大

き
い
。
何
よ
り
も
、
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
料
理
の

名
前
を
生
か
さ
な
い
手
は
な
い
。
と
い
う
講
評

を
得
て
い
ま
す
。�

　
今
後
は
、
試
食
と
協
議
を
重
ね
、
レ
シ
ピ
を

作
成
し
、
八
峰
町
の
新
た
な
加
工
食
品
と
し
て
、

県
内
外
に
流
通
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。�

　
な
お
、
加
工
食
品
の
開
発
は
、
年
に
一
種
類

ほ
ど
の
完
成
を
目
標
に
行
い
ま
す
。�

�

　
　
　
　�

�

　
平
成
28
年
産
米
の
生
産
調
整
に
つ
い
て
で
す
。

米
の
需
要
が
毎
年
８
万
ト
ン
減
少
し
て
い
る
こ

と
に
よ
り
、
依
然
と
し
て
過
剰
在
庫
の
状
況
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
生
産
数
量
目
標
は
全

国
で
前
年
比
１
・
１
％
の
減
少
、
秋
田
県
に
は

前
年
比
１
・
１
％
の
減
少
で
配
分
さ
れ
ま
し
た
。�

　
昨
年
12
月
25
日
に
県
か
ら
市
町
村
別
生
産
数

量
目
標
が
示
さ
れ
、
町
へ
は
前
年
よ
り
０
・
４

％
、
22
ト
ン
少
な
い
５，

９
８
４
ト
ン
が
配
分

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
２
月
４
日
に

開
催
さ
れ
た
八
峰
町
農
業
再
生
協
議
会
の
臨
時

総
会
で
配
分
方
針
等
が
協
議
さ
れ
、
水
稲
作
付

率
は
前
年
よ
り
０
・
１
％
減
の
56
・
１
％
に
、

転
作
率
は
前
年
よ
り
０
・
１
％
増
の
43
・
９
％

と
し
、
農
家
に
一
律
配
分
す
る
こ
と
に
決
定
さ

れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
国
で
は
過
剰
在
庫
を
過
去
の
平
均
水

準
に
近
づ
け
る
た
め
の
指
標
と
し
て
、
昨
年
に

引
き
続
き
「
自
主
的
取
組
参
考
値
」
を
設
定
し
、

更
な
る
生
産
の
削
減
を
促
す
よ
う
提
示
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
た
め
、
農
家
へ
は
こ
れ
ま

で
の
生
産
数
量
目
標
の
配
分
と
併
せ
て
、
自
主

的
取
組
参
考
値
及
び
そ
の
面
積
換
算
値
も
通
知

す
る
こ
と
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。�

　
農
業
再
生
協
議
会
で
は
、
２
月
26
日
に
開
催

し
た
農
事
班
長
会
議
で
、
生
産
数
量
目
標
の
配

分
方
針
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、
各
農
家
に
配

分
し
た
と
こ
ろ
で
す
。�

���

　
今
冬
の
除
雪
に
つ
い
て
で
す
。
今
年
の
冬
は
、

真
冬
日
も
少
な
く
、
暖
冬
傾
向
が
続
き
降
雪
、

積
雪
と
も
例
年
に
比
べ
非
常
に
少
な
い
年
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
水
沢
ダ
ム
付
近
な
ど

山
間
部
を
除
け
ば
除
雪
稼
働
日
数
も
少
な
い
状

況
で
あ
り
、
除
雪
費
は
１
月
31
日
現
在
で
全
体

予
算
枠
の
34
・
３
％
の
執
行
率
と
な
っ
て
い
ま

す
。�

�

　�

�

　
学
校
統
合
協
議
会
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。�

２
月
25
日
開
催
の
第
12
回
協
議
会
で
は
、
統
合

小
・
中
学
校
の
校
訓
が
主
な
議
題
で
あ
り
ま
し

た
。
校
訓
に
つ
い
て
は
各
学
校
で
検
討
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
学
校
長
よ
り
決
定

し
た
校
訓
と
そ
の
意
味
が
報
告
さ
れ
、
協
議
会

に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

　
八
峰
中
学
校
は
「
進
取
創
造
」
。
峰
浜
小
学

校
は
「
元
気
　
根
気
　
勇
気
」
で
あ
り
、
い
ず

れ
も
新
生
小
・
中
学
校
に
ふ
さ
わ
し
い
立
派
な

校
訓
で
す
。�

�
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雇
用
の
場
確
保
を
目
指
し
　
　
　
　
　
　
　
　�

県
と
の
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
承
認�

町
営
診
療
所
の
診
療
体
制�

　
　
新
年
度
か
ら
週
４
日
体
制
に�

は
っ
ぽ
う
う
ま
し
ブ
ラ
ン
ド�

　
町
産
食
材
で
加
工
食
品
を
開
発�

町
社
会
福
祉
協
議
会
が�

　
　
公
共
交
通
空
白
地
の「
足
」に�

八峰町３月議会定例会�

町長の行政報告を�
　　　 お知らせします�

　八峰町３月議会定例会が３日から18日までの会期で開かれ、

町長の行政報告や一般質問、平成28年度当初予算、平成27年

度補正予算の議案審議などが行われました。�

　町長の行政報告の中から主なものをお知らせします。�

３
月
議
会
定
例
会
に�

　
　
　
提
出
し
た
主
な
議
案�

八
峰
町
情
報
公
開
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て�

八
峰
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て�

八
峰
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て�

八
峰
町
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て�

八
峰
町
立
八
森
体
育
館
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て�

八
峰
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て�

八
峰
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て�

新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
市
町
村
建

設
計
画
）
の
変
更
に
つ
い
て�

八
峰
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

策
定
に
つ
い
て�

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
１

億
３，

３
１
２
万
３
千
円
を
減
額�

　
追
加
し
た
主
な
歳
出�

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
事
業
関

係
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰

出
金
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化

対
策
備
品
購
入
費
、
給
与
改
定�

平
成
28
年
度
八
峰
町
一
般
会
計
及
び

各
特
別
会
計
予
算�

※
内
訳
は
８
〜
９
ペ
ー
ジ
参
照�

平
成
28
年
産
米
の
生
産
数
量
目
標�

　
　
　
　
前
年
か
ら
22
ト
ン
減
少�

暖
冬
で
除
雪
稼
働
日
も
少
な
く�

予
算
執
行
率
は
１
月
末
で
34
・
３
％�

学
校
統
合
協
議
会
で
校
訓
決
ま
る�

統
合
小
中
学
校
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に�
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税務会計課・福祉保健課からのお知らせ�

担当課�

納�期�月� ５�月� ６�月� ７�月� ８�月� ９�月� 10月� 11月� 12月� 1月� 2月�

納�期�限�
5月�
31日�

6月�
30日� 30日�1日� 31日�

10月� 11月�8月�8月�
31日�

9月�
30日�

12月�
28日�

1月�
31日�

2月�
28日�

税　務�

会計課�

１�期�

１�期� ２�期� ３�期� ４�期�

町県民税�
１�期� ２�期� ３�期� ４�期�

国民健康�
保 険 税�

１�期� ２�期� ３�期� ４�期� ５�期� ６�期�

福　祉�

保健課�

１�期� ２�期� ３�期� ４�期� ５�期� ６�期�

１�期� ２�期� ３�期� ４�期� ５�期� ６�期� ７�期� ８�期�

軽自動車税�

固定資産税�

介護保険料�

後期高齢者�
医療保険料�
（普通徴収）�

（普通徴収）�

（普通徴収）�

●平成28年度の税及び保険料の納期限は下記のとおりです。�

　町では、経済的な理由によって就学が困難と認められるお子さまの保護者に対して、学用品費、給食費など

の就学するうえで必要な経費の一部を援助する制度があります。��

１　対 象 者　　町に住所があり、小中学校に通うお子さまのいる世帯で、下記のいずれかの場合、援助を受

けることができます。�

①生活保護を受けている方�

②町の審査を経て、生活保護を受けている方に準ずる程度に困窮していると認定された方�

２　援助内容　　学用品費、通学用品費、校外活動費、新入学児童生徒学用品費、修学旅行費、学校給食費�

３　申請方法　　所定の申請書により学校教育課（八峰町文化交流センター「ファガス」２Ｆ）へ申請してくだ

さい。※学校経由の申請もできます。申請書は学校教育課及び各学校にあります。�

４　申請期間　　４月１日から受け付けます。５月31日までに申請し、認定された方は、４月分からの援助

開始となります。�

　　　　　　　　※６月１日以降に申請された方は、申請された月分から援助開始の対象となります。�

５　援助費の支給　　認定・不認定の決定については、後日通知します。また認定が決定した場合、援助費は

申請者名義の口座へ直接振り込まれます。（保護者が学校長へ援助費の受領を委任し、

各学校へ直接支給することもできます。）�

６　そ の 他　・前年度に認定された方も申請の手続きが必要（毎年度申請）となります。�

　　　　　　　・平成28年１月１日現在、町に住所がない方は平成27年分の所得を証明する書類が必要です。�

■問合せ先　　八峰町教育委員会　学校教育課　学校教育係　　77-2816

就 学 援 助 制 度 の ご 案 内�

Q.手続きはどこで出来ますか？�

　下記金融機関窓口で手続きできます。「口座振替依頼書」

は各金融機関の窓口に置いてありますので、必要事項を

記入の上、提出してください。（通帳の届出印が必要に

なります。）�

＜手続き可能な金融機関＞�

岩館郵便局、八森郵便局、東八森郵便局、塙川郵便局、

峰浜郵便局、秋田銀行八森支店、JA八峰支店、能代市

内金融機関各支店�

Q.申込の時期は？�

　いつでも大丈夫です。「口座振替依頼書」

を金融機関に提出してから１カ月程度で振

替の手続きが完了します。その際、振替と

なる税目及び納期を「振替開始の通知」で

お知らせします。�

※なお、税金のほかに、上下水道料などの

各種公共料金も同時に申込むことが出来ま

す。是非ご利用ください。�

■問合せ先　　税について…税務会計課　　76-4604　　保険料について…福祉保健課　　76-4608

納
税
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
�

平成28年度�

　町では、住宅投資による町内経済の活性化を図るとともに、既存住宅の耐久性・耐震性
の向上、省エネ・省CO2対策など、住宅の増改築・リフォームにより、町民が安全・安心
で快適な生活が営めるよう居住環境の質の向上を支援します！！�

《補助対象住宅》�

１．一戸建ての住宅�

住宅用車庫、物置含む。併用住宅の場合は、住宅部分の延べ�

面積が、建物全体の延べ面積の１／２以上であること。�

２．マンション等の共同住宅（※対象者の専有部分のみ。賃貸住宅は除く。）�
�

《補助対象工事》�

１．増改築・リフォームに要する費用（消費税相当額含む）が50万円以上であること�

２．町内の建設業者等が施工するものであること�

 　　（施工業者は「八峰町住宅リフォーム支援事業認定工事店」の認定を受けた業者であること）�

３．平成28年４月１日以降に工事着手するものであって、かつ平成29年３月31日までに完了実績報告書

の提出ができる工事であること�

　　　ただし、次に掲げる工事については、補助対象外とする�

　　　１．.公共工事の施工に伴う補償費の対象となる工事�

　　　２．門・塀等、いわゆる外構工事（リフォーム等工事に関わる工事を除く。）�

　　　３．住宅用太陽光システムの設置に係る費用�

　　　４．他の補助制度を利用する場合で、当該補助制度で重複計上が認められない費用�

　　　５．その他、補助金の交付が適当でないと認められる工事及び工事費用�

タイプ� 一般（持ち家）� 多子世帯（持ち家）�

対象者�

町内在住であること�

町税等に滞納がない�

こと    

一般の要件を満たしさらに�

18歳以下の子供が３人以上�

の親子世帯�

一般の要件を満たしさらに18歳�

以下の子供が１人以上いる空き�

家を購入した親子世帯     

補助額�

対象工事に要する費�

用の15％上限30万円�

（千円未満切捨て） 

対象工事に要する費用の25�

％上限40万円�

（千円未満切捨て）�

対象工事に要する費用の35％上�

限60万円�

（千円未満切捨て）�

☆実施期間☆�

平成29年３月31日（※）まで�

※工事完了実績報告書の提出ができること。（必着）�

　申請の受付は、予算の状況により途中で締め切�

　る場合がありますのでご確認下さい。�

補助金の申請は同一年度内に１回限りです�

県の各種補助事業も利用できます。�

・住宅リフォーム支援事業�

　一　　　般　持ち家　　　　（限度額：15万円)�

　多 子 世 帯　持ち家　　　　（上限40万）�

　子育て世帯　空き家購入後　（上限60万）�

■問合せ・申込先　　八峰町建設課　　76-4610

子育て世帯（空き家購入後） 

※なお、平成22年度から平成27年度に「八峰町住宅リフォーム緊急支援事業」等による補助金等の交付�

　を受けている場合は、それを含み各タイプの上限とする。�
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八
峰
白
神
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会�

〒
０
１
８-

２
６
３
２�

秋
田
県
山
本
郡
八
峰
町
八
森
字
三
十
釜
一
四
四
ー

一�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
な
っ
こ
ラ
ン
ド
内�

　
　
　
　
℡
０
１
８
５
―
７
７
―
３
０
８
６�

研
究
専
門
員
　
　
工
　
藤
　
英
　
美�

���

　
第
58
号
で
紹
介
し
た
「
モ
ジ
ョ
マ
の

話
」
の
岩
場
か
ら
海
岸
に
沿
っ
て
北
へ

歩
い
て
行
く
と
、
写
真
１
の
よ
う
な
風

景
が
見
ら
れ
ま
す
。
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
の

と
ん
が
っ
た
奇
岩
が
横
一
列
に
並
ん
で

い
る
の
で
す
。�

　
写
真
２
は
岩
館
の
物
見
岩
（
地
域
の

方
々
は
モ
ロ
ミ
岩
と
呼
ぶ
そ
う
で
す
。）

の
様
子
を
撮
っ
た
も
の
で
す
が
、
写
真

１
で
み
ら
れ
る
奇
岩
パ
レ
ー
ド
の
各
々

の
奇
岩
は
写
真
２
の
よ
う
な
作
り
に
な

っ
て
い
ま
す
。�

����������

　�

��

　
ず
い
ぶ
ん
と
長
っ
た
ら
し
い
名
前
で

す
が
、
こ
の
名
前
か
ら
こ
の
岩
石
の
特

徴
を
た
く
さ
ん
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
ま
ず
「
安
山
岩
」
で
す
が
、
こ
れ
は

マ
グ
マ
が
地
表
ま
た
は
地
表
付
近
で
固

ま
っ
て
で
き
た
岩
石
で
一
般
に
色
は
灰

色
っ
ぽ
い
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
　

私
た
ち
の
住
む
八
峰
町
に
は
広
く
分
布

し
て
い
る
岩
石
で
、
糠
森
や
椿
海
岸
で

見
ら
れ
る
石
の
柱
を
作
っ
て
い
る
岩
石

も
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。�

　
次
に
「
角
礫
」
で
す
が
、
こ
の「
礫
」

は
石
を
意
味
し
、
特
に
角
ば
っ
て
い
る

も
の
を
角
礫
と
言
っ
て
い
ま
す
。
サ
ブ

タ
イ
ト
ル
に
あ
げ
た
長
い
名
前
を
見
る

と
「
角
礫
」
は
ど
ん
な
石
な
の
か
は
っ

き
り
し
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、
角
礫
が

安
山
岩
か
ら
で
き
て
い
ま
す
と
言
っ
て

い
る
の
で
す
。�

　
最
後
に
凝
灰
と
い
う
の
は
何
な
の
で

し
ょ
う
。
こ
れ
は
火
山
灰
が
固
（
凝
）

ま
っ
て
で
き
た
岩
石
と
い
う
意
味
で
す
。

つ
ま
り
凝
灰
角
礫
岩
と
は
火
山
が
噴
火

し
た
時
に
出
て
く
る
灰
（
写
真
３
）
が
、

安
山
岩
の
溶
岩
の
破
片
と
混
ざ
り
な
が

ら
固
ま
っ
て
で
き
た
岩
石
と
い
う
事
で

す
。�

�������������

���

　
凝
灰
岩
は
火
山
灰
か
ら
で
き
て
い
る

の
で
溶
岩
と
比
べ
る
と
、
と
て
も
壊
れ

や
す
い
（
風
化
）
性
質
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
二
種
類
の
岩
石
が
混
ざ
り
合
っ
た

岩
が
波
に
削
ら
れ
る
と
ど
う
な
る
で
し

ょ
う
。
凝
灰
岩
で
で
き
て
い
る
部
分
は

波
で
削
ら
れ
ま
す
。
す
る
と
残
っ
た
固

い
溶
岩
は
残
り
ま
す
が
支
え
を
失
い
落

下
し
ま
す
。
で
す
か
ら
写
真
１
、
２
の

様
な
形
が
た
く
さ
ん
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。�

���

　
こ
れ
ま
で
の
研
究
結
果
か
ら
考
え
ら

れ
る
こ
と
は
岩
館
海
岸
に
見
ら
れ
る
こ

れ
ら
の
岩
を
作
っ
た
火
山
は
海
底
で
起

こ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

海
は
煮
え
た
ぎ
り
、
魚
た
ち
は
死
ぬ
。

そ
ん
な
す
さ
ま
じ
い
変
動
が
こ
の
地
に

起
こ
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
。�

�〈
奇
岩
名
募
集
〉　
写
真
１
の
そ
れ
ぞ
れ

の
奇
岩
の
名
前
を
募
集
し
ま
す
。
左
記

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

写真3．季刊・理科の探検通巻18号表紙�

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
・
ジ
オ
コ
ー
ス
の
紹
介
２�

風
化
に
強
い
溶
岩
と
弱
い
凝
灰
岩�

は
げ
し
い
海
底
火
山
が
起
こ
っ
た�

岩
石
の
名
前
は
安
山
岩
質
凝
灰
角
礫
岩�

あ
ん
ざ
ん
が
ん
し
つ
ぎ
ょ
う
か
い
か
く
れ
き
が
ん�

写真2．岩館の物見岩�

写真1．地名「高へぐり」付近の海岸�

Vol.4

八峰町で活動する様々な団体・サークルなどにスポットライトを当てます�

はっぽうの元気な企業�はっぽうの元気な企業�Ｂｅｅｃｈ株式会社�

使い心地のいい枕を目指す服部隆司さん�

手に取り使う人に�
「良い」と思われる枕を�

　
「
枕
を
手
に
取
り
使
っ
て

く
れ
る
人
に
良
い
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
枕
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
」�

　
こ
う
話
す
の
は
、
Ｂ
ｅ
ｅ

ｃ
ｈ
（
ビ
ー
チ
）
株
式
会
社

の
代
表
取
締
役
、
服
部
隆
司

さ
ん
（
千
葉
県
）
。�

　
Ｂ
ｅ
ｅ
ｃ
ｈ
株
式
会
社
は
、

平
成
19
年
に
設
立
さ
れ
、
本

社
・
工
場
と
も
八
森
地
区
に

あ
る
、
枕
を
製
造
す
る
会
社

で
す
。�

　
製
造
す
る
枕
は
「
王
様
の

夢
枕
」
な
ど
の
「
王
様
シ
リ

ー
ズ
」
で
、
大
手
ネ
ッ
ト
通

販
サ
イ
ト
の
枕
部
門
で
１
位

を
獲
得
し
て
い
ま
す
。�

　
人
気
の
秘
密
は
『
抜
群
の
フ
ィ

ッ
ト
感
』
。
服
部
さ
ん
が
「
枕
が

人
に
合
わ
せ
る
」
理
想
の
枕
を
求

め
て
研
究
し
た
結
果
、
0.5
㎜
の
マ

イ
ク
ロ
ビ
ー
ズ
と
ポ
リ
エ
ス
テ
ル

綿
を
95
　
５
で
組
み
合
わ
せ
る
黄

金
比
を
見
つ
け
ま
し
た
。�

　
３
年
ほ
ど
前
か
ら
は
全
て
メ
イ

ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
に
こ
だ
わ
り
、

製
造
か
ら
出
荷
ま
で
を
八
峰
町
で

始
め
ま
し
た
。
注
文
が
増
え
、
平

成
26
年
に
完
成
し
た
白
神
工
場
も

既
に
狭
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

工
場
を
増
や
す
際
は
、
町
民
の
方

を
雇
用
で
き
れ
ば
と
服
部
さ
ん
は

考
え
て
い
ま
す
。�

　
会
社
に
は
10
名
ほ
ど
の
社
員
が

お
り
、
１
日
約
５
０
０
個
製
造
し

て
い
ま
す
。
繊
細
な
作
業
の
た
め

女
性
社
員
が
多
く
、
ま
た
約
半
数

が
町
内
の
方
で
す
。
菊
地
友
子
さ

ん
（
山
内
）
は
会
社
設
立
時
か
ら

勤
め
て
お
り
、
「
自
分
が
詰
め
た

枕
を
全
国
の
方
に
使
っ
て
も
ら
え

る
の
が
嬉
し
い
で
す
。
」
と
や
り

が
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
最
後
に
服
部
さ
ん
に
仕
事
に
対

す
る
思
い
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
お
客
様
か
ら
の
要
望
を
聞
い
て

選
択
の
幅
を
増
や
し
、
１
０
０
人

い
れ
ば
１
０
０
人
を
満
足
さ
せ
る

枕
を
作
り
た
い
で
す
。
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。�

・主な商品／王様の夢枕、�

　王様の抱き枕�

・主な仕事内容／枕のビー�

　ズ・綿詰め～出荷まで�

�

Ｂｅｅｃｈ株式会社�
白神工場�

（八森字家の上12-11）�

TEL 0185-77-3048

　峰神太鼓は、峰浜村時代の平成12年から活動している太鼓のグループです。

現在は10名が所属しており、ピーク時は20名ほどの会員がいました。�

　八峰町文化祭など各種イベントで、８曲ほどある中から代表曲の「天響」

「勇み駒」などを披露しています。練習は峰栄館で行っており、イベントが

近くなれば週１回行うほか、イベントがなくても定期的にしています。�

　会員は随時募集中で、今後は若いメンバーが加入すれば新曲も考えたいと

話してくれました。�



お
試
し
移
住
ツ
ア
ー
初
開
催
　
　
　
　
　
　
　
　
�

　
町
民
や
移
住
者
と
交
流
し
ま
し
た
�鍋を囲んで会話が盛り上がりました�

普段と一味違ったあわび料理を作りました�

お
ら
ほ
の
館
で
お
買
い
物
体
験
　
　
　
　
　
　
　
　�

　
　
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
23
名
参
加�

食事に買い物に歌と充実した１日を過ごしました�

　
３
月
19
日
、
町
主
催
の
お
試
し
移
住
ツ
ア

ー
が
初
め
て
開
催
さ
れ
、
首
都
圏
な
ど
か
ら

９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
２
泊
３
日
の
日
程
で
行
わ
れ
た
今
回
の
ツ

ア
ー
で
は
、
山
本
合
名
会
社
の
酒
蔵
見
学
や

空
き
家
の
改
修
体
験
、
移
住
者
交
流
会
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。�

　
改
修
体
験
で
は
、
中
浜
に
あ
る
改
修
途
中

の
物
件
の
台
所
に
撥
水
塗
料
を
塗
っ
た
り
、

吊
戸
棚
を
製
作
し
た
り
し
ま
し
た
。�

　
移
住
者
交
流
会
で
は
、
ツ
ア
ー
参
加
者
の

ほ
か
、
移
住
や
定
住
に
興
味
の
あ
る
町
民
や
、

移
住
の
先
輩
な
ど
約
40
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
自
分
た
ち
で
作
っ
た
き
り
た
ん
ぽ

鍋
を
囲
み
、
移
住
や
町
の
こ
と
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
ま
し
た
。�

町
内
子
ど
も
園
で
卒
園
式
　
　
　
　
　
　
�

小
・
中
学
校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
�

青空の下で卒業を喜び合いました�

能
代
市
山
本
郡
医
師
会
か
ら
　
　
　
　
　�

今
年
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た�

　
３
月
９
日
、
能
代
市
山
本
郡
医
師
会
（
山

須
田
健
会
長
）
か
ら
住
民
の
緊
急
時
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
１
台
と
救
護
マ
ッ
ト
１
枚
が
町
へ

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。�

　
同
医
師
会
か
ら
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
毎

年
寄
贈
さ
れ
て
お
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
今
回
が
10

台
目
。
こ
の
日
は
同
医
師
会
織
田
尚
明
副
会

長
か
ら
町
長
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。�

　
同
医
師
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
は
こ
れ

ま
で
、
役
場
庁
舎
や
町
内
小
中
学
校
、
峰
栄

館
な
ど
町
の
施
設
に
設
置
し
て
お
り
、
今
回

寄
贈
さ
れ
た
も
の
は
ポ
ン
ポ
コ
山
公
園
パ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い
ま
す
。�

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

地
元
食
材
の
消
費
拡
大
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

　
　
　
　
あ
わ
び
料
理
教
室
を
開
催�

　
３
月
21
日
、
峰
栄
館
で
あ
わ
び
料
理
教
室

が
開
催
さ
れ
、
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
地
域
住
民
へ
、
地
元
特
産
の
「
あ
わ
び
」

に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
い
、
消
費
拡
大
を
図

ろ
う
と
、
八
峰
町
商
工
観
光
連
携
会
議
の
主

催
で
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
料
理
の
講
師
に
は
石
川
世
英
子
先
生
を
招

き
、
日
本
白
神
水
産
の
白
神
あ
わ
び
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
用
し
て
「
さ
っ
ぱ
り
ぽ
ん
酢
焼
き
」

「
生
春
巻
き
」「
中
華
丼
」
の
３
品
を
作
り
ま

し
た
。�

　
石
川
先
生
か
ら
は
「
生
春
巻
き
を
作
る
と

き
は
少
し
細
め
に
、
あ
わ
び
が
外
か
ら
見
え

る
よ
う
に
巻
く
と
き
れ
い
に
で
き
ま
す
」
と

い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
参
加
者
は
上

手
に
巻
け
る
よ
う
調
理
し
ま
し
た
。�

日
赤
奉
仕
団
峰
浜
支
部�

　
　
　
　
　
　
　
松
波
苑
で
交
流
会�

利用者を囲んで踊りを披露しました�

町民の安全のため大事に使わせていただきます�

　
３
月
７
日
、
日
赤
奉
仕
団
峰
浜
支
部
が
特

養
松
波
苑
を
訪
れ
、
手
づ
く
り
の
タ
オ
ル
帽

子
な
ど
を
贈
呈
し
た
ほ
か
、
演
芸
交
流
会
を

行
い
ま
し
た
。�

　
日
赤
奉
仕
団
峰
浜
支
部
は
、
こ
れ
ま
で
も

松
波
苑
敷
地
内
の
花
壇
に
花
を
植
え
る
な
ど

交
流
を
し
て
お
り
、
演
芸
交
流
は
昨
年
か
ら

行
っ
て
い
ま
す
。�

　
今
回
は
「
長
者
の
山
」「
秋
田
お
ば
こ
」
と

い
っ
た
民
謡
を
は
じ
め
、
「
お
こ
さ
節
」「
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
音
頭
」
な
ど
の
踊
り
を
披

露
し
ま
し
た
。
利
用
者
は
音
楽
に
合
わ
せ
て

笑
顔
で
体
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。�

　
委
員
長
の
薩
摩
孝
子
さ
ん
は
「
利
用
者
か

ら
来
年
も
ぜ
ひ
と
言
わ
れ
た
の
で
、
続
け
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
３
月
12
日
は
八
森
・
峰
浜
中
学
校
で
、
同

15
日
は
八
森
・
水
沢
・
塙
川
小
学
校
で
、
同

24
日
は
八
森
・
沢
目
・
塙
川
子
ど
も
園
に
お

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
式
と
卒
園
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
う
ち
、
八
森
中
学
校
と
峰
浜
中
学
校
、

水
沢
小
学
校
と
塙
川
小
学
校
は
統
合
す
る
た

め
、
最
後
の
卒
業
式
と
な
り
ま
し
た
。
八
森

中
学
校
で
は
卒
業
生
に
対
し
、
校
長
先
生
や

町
長
な
ど
か
ら
、
八
中
の
校
訓
「
自
主
創
造
」
、

校
是
「
海
広
く
心
豊
か
な
り
」
の
精
神
を
忘

れ
ず
未
来
へ
向
か
っ
て
ほ
し
い
と
励
ま
し
の

言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
沢
目
子
ど
も
園
の
卒
園
式
で
は
、

卒
園
す
る
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
思
い
出
を

発
表
し
た
ほ
か
、
小
学
校
で
も
元
気
に
頑
張

り
ま
す
と
話
し
ま
し
た
。�

広報はっぽう　2016.4月号�18広報はっぽう　2016.4月号�19

　
３
月
14
日
、
産
直
施
設
お
ら
ほ
の
館
で
、

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
を
対
象
に
「
お
食
事
・

お
買
い
物
体
験
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
お
ら
ほ
の
館
産
直
部
の
主
催
で
毎
年
実
施

し
て
お
り
、
今
年
で
５
年
目
。
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
へ
通
知
を
し
た
と
こ
ろ
、
23
名
が
参

加
し
ま
し
た
。�

　
移
動
手
段
が
限
ら
れ
る
高
齢
者
の
た
め
に

行
っ
て
お
り
、
道
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
っ
ぽ
う

で
の
食
事
が
無
料
で
バ
ス
の
送
迎
付
き
。
買

い
物
は
実
費
で
す
が
、
た
く
さ
ん
買
い
物
を

し
て
楽
し
み
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
三
味
線

の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
「
長
者
節
」
や
「
秋
田

節
」
な
ど
民
謡
を
歌
い
、
訪
れ
た
方
は
充
実

し
た
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。�

住所　八峰町八森字中浜23－5
電話　77－3418　�

山ちゃん�
焼鳥　1本80円～120円　1,000円以上で配達します！�

午後３時までのご予約で、当日配達も可能です�

八森地区に限り　午後6：00まで配達!

焼鳥�
焼肉�



生涯学習だより�

広報はっぽう　2016.4月号�20広報はっぽう　2016.4月号�21

新しく入った本のお知らせ�

ファガス�
【絵本】�

【児童書】�

【一般書】（小説、エッセイ、よみもの、実用書）�

ディズニーゴールド絵本�
柿田ゆかり�
カール＝ヨハン・エリーン�
林明子�
柳生弦一郎 �
宮西達也�
原田剛�
�
林　信太郎�
トロル�
日本児童文学者協会編�
斉藤洋�
�
百田尚樹�
相場英雄 �
天童荒太�
長岡弘樹�
浅田次郎�
桐野夏生�
宇江佐 真理�
西川美和�
池井戸潤�
相場英雄 �
篠原ウミハル�
ジェニファー・L・スコット�
全国有料老人ホーム協会�
荒木 香織�
巽　好幸�
週刊朝日ムック�
松橋 周太呂�
別冊NHKきょうの健康�
マガジンハウスムック�
オレンジページムック�
燻製 道士�
クックパッド�
主婦の友社�
あきたびじょん企画室�

「子ども読書の日」特別展示を行います�

　４月23日は子ども読書の日です。この日を中心に、フ
ァガス／峰栄館図書室では次の展示を行います。 

●図書室ボランティアだより●�

　春をイメージしたピン
クやきみどりの飾りで、
ファガス図書室内にも春
到来。お花見気分で読書
ができます。�

ファガス図書室�

◆八峰町図書室の2015年人気本ランキング◆�
◆私のおすすめ本のコーナー◆�
…利用者が選んだ本とおすすめコメントを展示します。�

峰栄館図書室�

◆見て 読んで 触れて 広がる世界 本のある空間◆�
…本のある場所を舞台にした小説・物語・絵本・写真�
　集を展示します。�

「子ども読書の日」とは?�
　子ども読書活動推進法で定められている日で、子どもの読書活

動を推進するために全国でさまざまな取組が行われます。�

　４月23日という日付は、作家のシェイクスピアとセルバンテス

の命日で、ユネスコが「世界・本と著作権の日」と宣言している

ことなどにちなんでいます。�

ファガス図書室�

『趣味の本』特集 ～はるだから。あたらしいことに、チャレンジ。～�

　自分の可能性を広げて
みませんか？��
　ウォーキング、山歩き、
囲碁、ソーイング、ギタ
ー…など、挑戦してみた
くなる本をたくさん集め
ました♪�

峰栄館図書室　特集コーナー�

トイ・ストーリーのびっくりイースター�
はるやさいのはるやすみ�
おやすみ、ロジャー　魔法のぐっすり絵本�
おでかけのまえに�
たまごのあかちゃん�
にゃーご�
小学生のボクは、鬼のようなお母さんにナスビを売らされました。�
�
ジオパークへ行こう！火山や恐竜にあえる旅�
おしりたんてい　やみよにきえるきょじん�
すてきな恋がいっぱい5つのお話�
のりものおばけずかん�
�
【小説】カエルの楽園�
【小説】ガラパゴス　上・下巻�
【小説】ムーンナイト・ダイバー�
【小説】教場・２巻�
【小説】獅子吼�
【小説】バラカ�
【小説】髪結い伊三次捕物余話 擬宝珠のある橋�
【小説】永い言い訳�
【文庫小説】七つの会議�
【文庫小説】震える牛�
【コミック】図書館の主1～10巻�
【よみもの】フランス人は10着しか服をもたない・2巻�
【よみもの】シルバー川柳・５巻�
【よみもの】ラグビー日本代表を変えた「心の鍛え方」�
【よみもの】和食はなぜ美味しいー日本列島の贈りもの�
【よみもの】武将の末裔　子孫が綴った大名家秘話�
【実用書】すごい家事　人生の「掃除時間」をグッと縮める�
【実用書】検査でわかること　健康診断・人間ドックガイド�
【実用書】Dｒ．クロワッサン　リンパストレッチで不調を治す！�
【実用書】好評の「疲れをとって元気になるワザ」集めました�
【実用書】燻製の基本�
【実用書】クックパッドみんなのたこ焼き器＆ホットプレートレシピ�
【郷土】秋田県式家庭学習ノート勉強グセと創造力が身につく�
【郷土・雑誌】のんびり2016　春号（秋田発フリーマガジン）�

峰栄館�
【絵本】�

【児童書】�

【一般書】（小説、エッセイ、よみもの、実用書）�

デイヴィッド・ウォーカー�
デイヴィッド・ウォーカー�
デイヴィッド・ウォーカー�
デイヴィッド・ウォーカー�
デイヴィッド・ウォーカー�
ヘレン・クーパー�
ローラ・コーネル�
青井芳美�
たなかやすひろ�
�
松澤正二監修�
カオル�
�
石原慎太郎�
加藤シゲアキ�
垣谷美雨�
西尾維新�
松岡圭祐�
浅田次郎　他�
村山由佳�
馬場錬成�
高山なおみ�
ドゥーガル・ディクソン�
レッカ社編�
中山良昭�
竹田恒_�
シリーズ逆説のプロレス�
明橋大二�
石川徹�
えい出版社編�
Ｈ・ラーデマッヘル�
養老孟司�
関根尚�
本多傭悟�
墺タカユキ　他�
安河内哲也�
渡辺勝彦�
たけうちちひろ�

おふろのくまちゃん�
おんがくたいくまちゃん�
おめでとうくまちゃん�
おやすみくまちゃん�
おすわりくまちゃん�
うさぎのボロリンどーこだ�
あなたが生まれるまで�
タンポポの金メダル《日産童話と絵本のグランプリ大賞》�
せかいのはてのむこうがわ《日産童話と絵本のグランプリ大賞》�
�
のりものいっぱい図鑑　いろいろ501台�
モデルに聞いたこわい話　恋愛編�
�
【小説】天才�
【小説】ピンクとグレー�
【小説】ニュータウンは黄昏れて�
【小説】掟上今日子の遺言書�
【小説】水鏡推理�
【小説】短編工房　≪短編集≫�
【小説】ダンス・ウィズ・ドラゴン�
【よみもの】大村智物語　ノーベル賞への歩み�
【よみもの】今日もいち日、ぶじ日記�
【よみもの】フューチャー・イズ・ワイルド�
【よみもの】「戦国武将」がよくわかる本�
【よみもの】維新後、殿様はこう生き抜いた�
【よみもの】日本人はなぜ日本のことを知らないのか�
【よみもの】新日本プロレスＩＷＧP「激闘の裏側」全事件史�
【よみもの】10代からの子育てハッピーアドバイス�
【よみもの】老後の面倒はだれが見るのか�
【よみもの】科学が知りたい�
【よみもの】数と図形�
【よみもの】文系の壁　理系の対話で人間社会をとらえ直す�
【コミックエッセイ】日本文学のススメ�
【学習参考書】意味がわかる微分積分�
【学習参考書】総合英語Forest�
【学習参考書】安河内の新英語をはじめからていねいに�
【学習参考書】渡辺のとことんわかる英文法　上・下�
【実用書】かわいい切り紙ＢＯＯK

第120号�

生涯学習だより� 八峰町教育委員会　生涯学習課�

山本郡八峰町八森字中浜196－1�

TEL 0185-77-3700　FAX 0185-74-5290

編集�

5月～�

5／25（水）�

6月中旬�

7／31（日）�

8／ 7（日）�

8／14（日）�

10／ 2（日）�

�

10／10（月）�

10月中旬�

11／ 3（木）～ 6（日）�

�

11／ 6（日） �

�

11月中旬�

11月下旬�

12月下旬�

1月上旬�

2月上旬�
�

★28年度の新企画★�
●職員出前講座�

●ふるさと学習講座�

●ボランティア紹介事業�

生涯学習講座開設�

チャレンジデー2016�

グラウンドゴルフ大会�

町民野球大会�

町民野球大会（準々決勝、

決勝）�

八峰町成人式�

ふるさとあきたラン！�

（会場：大館市）�

シーサイドロードレース�

グラウンドゴルフ大会�

�

町民文化祭�

あきた白神子どもの俳画

大会表彰式�

町民バレーボール大会�

歴史講演会�

チビッコ公民館「1／2成

人式」�

囲碁将棋大会�

全町ユニカール大会�

平成28年度�

生涯学習課の主な行事予定�

　適度な運動は、肥満や生活習慣病の予防に欠かせません。腰やひ

ざに負担をかけず気軽にできるウォーキングは最適な運動です。チ

ャレンジデーに向けて町内を歩いてみましょう。�
�

�

・胸を張り、背筋を伸ばした良い姿勢で�

・顔はあごを引いて20～30ｍ先を見る�

・ひじを曲げて前後に振り、体全体でリズムを�

　取るような感じで軽快に歩く�

・歩幅を広く取り、かかとから着地する�
�

�

・最初から無理はせず、マイペースで行いましょう。�

・体調が悪い時や、天気等が悪い時は休みましょう。�

・適宜、水分を補給しましょう。�

毎日がチャレンジデ―！�

日時　平成28年５月25日（水）�

対戦カードの紹介�

　　　　　　�

�

�

�

新得町の紹介�

　北海道の中央に位置し、八峰町の４倍以上の面積がある広い町で

す。ホームページでは「人口は６千人強、でも牛は33，000頭以上」

「日本一のそばの町」などとPR。チャレンジデ―の過去の実績を比

較すると今回も好勝負になりそうです。�

　町民の方のご参加・ご協力をぜひお願いします。�

今年もやります！�

その1「ウォーキングのすすめ」�

住民総参加のスポーツイベント「チャレンジデー2016」�

歩き方のポイント�

注意点�

　３月26日、あきた白神体験センタ

ーで八峰町スポーツ少年団入団式が行

われ、八森スポーツ少年団、峰浜スポ

ーツ少年団、峰浜TRCから約100名が

参加しました。�

　団員を代表して門脇史弥君（八森ス

ポーツ少年団）が「指導者や家族への

感謝の気持ちを忘れずに、仲間と一緒

にかんばりたい」と元気に宣誓を行い

ました。�

八峰町スポーツ少年団入団式� ことぶき大学閉講式�

　３月４日、「おはなしの会かもめ」�

（山本百合子代表）が伊藤忠記念財団

より「子ども文庫助成事業・子どもの

本購入助成」の贈呈を受けました。�

「おはなしの会かもめ」は町内で様々

なボランティアの読み聞かせを行って

おり、その功績が認められたものです。

助成金の30万円は平成28年度の活動

に役立てられます。�

かもめ　伊藤忠財団助成金の対象に�

　３月25日、ファガスで平成27年度

ことぶき大学閉講式が行われました。�

　316名が卒業・進級し、総長の加藤

町長から証書が手渡されました。また、

皆勤賞や名誉教授過程修了者の表彰も

行われました。�

　式終了後は、“五城目のトメさん”こ

と、小玉進氏による「トメさんを聞い

て笑っていき

いきと～笑う

門には福が来

る～」と題し

た講演が行わ

れ、会場は笑

いの渦に包ま

れました。�

※日程は都合により変更となる場合があ�
　ります。�

新得町（北海道）　VS　八峰町�

実施回数�

人　　口�

昨年実績�

6回目�

6，339人�

63．7％�

3回目�

7，676人�

65．9％�



日・曜日� 行　事　名� 場　　所� 時　　間� 内　　　　容�

広報はっぽう　2016.4月号�22広報はっぽう　2016.4月号�23

平成28年�

�

�

午後2：00～午後3：00�
�

午後1：30～午後3：00�
�

午後2：00～午後3：30�

�

午前9：30～正午�

午後1：30～午後3：30�

�

午後1：30～午後4：00�

�

午後2：00～午後3：30�

受付：�

午後0：30～午後1：00�

午前10：00～正午�

午前10：00～正午�
�

�

午後1：30～午後3：30�

�

午前9：30～午前11：30�

午前9：30～午前11：30�

午前9：30～正午�

�

午前10：00～午後3：00�

�

�

午前10：30～正午�

御所の台ふれあい�

パーク（山村広場）�

ファガス（シーガル）�
�

八森第１コミュニティ�

センター�

大槻野生活改善センター�

八森第１自治会�

はつらつ苑�

はつらつ苑�

�

はつらつ苑�

�

漁火の館�

八森保健センター�
�

ぶなっこランド�

漁火の館�
�

椿台コミュニティセン�

ター「ぬかもり館」�
�

八森地域福祉センター�

はつらつ苑�

はつらつ苑�

�

八森保健センター�

�

�

はつらつ苑�

八峰町さくらまつり�

（～５月８日）�

あった会�
�

八森地区健康教室�
�

大槻野介護予防教室�

八森第１泰山会古紙回収�

心配ごと相談�

交流サロン「らべんだー」�

�

ほっと健康相談日�
�

岩館第２介護予防教室�

乳児健康診査�
�

きのこ植菌体験教室�

いさりびサロン�
�

�

もりのカフェ�

�

行政相談�

行政相談�

心配ごと相談�

�

活き活き健康教室�

�

�

育児サークル「ポプリの会」�

土�
�

月�
�

火��

�

水

�

�

�

�

�

�

木�

金�
�

土�

日

�

�

�

�

�

月�

火�

水�
�

�

�

�

木�

16�
�

18�
�

19��

�

20�

�

�

�

�

�

21�

22
�

�

23�

24�

�

�

�

�

25�

26�

27�
�

�

�

�

28

4月23日（土）・24日（日）、ハタハタ館駐車場にグルメ屋台�

出店します。　問合せ先：八峰町観光協会　76-4100�
�

読み聞かせサークル「かもめ」が、絵本の読み聞かせなど

をします。どなたでもお気軽にお立ち寄りください。�
�

健康に関するお話ほか。八森第１・第２・第３自治会の方

はどなたでもご参加ください。�

内容：高齢者向け体操・レクゲーム・認知症の予防訓練�

午前９時までに自宅前に出してください。�

担当：中山朱子相談員�
�

陽だまりの会会員がおいしいコーヒー、お茶を準備してお

待ちしております。どなたでもお気軽にお立ち寄り下さい。�
�

保健師が個別に心の悩みなどの健康相談に応じます。お気

軽にお出でください。　担当保健師　武田�

内容：高齢者向け体操・レクゲーム・認知症の予防訓練�
�

対象：Ｈ27年12月～Ｈ28年1月生まれ、Ｈ27年9月～Ｈ27

年10月生まれ、Ｈ27年6月～Ｈ27年7月生まれ�

※詳しくは前回発行のお知らせ版をご覧ください。�

対象者：岩館第２地区にお住まいの方　参加費：１人100円�

お茶やコーヒー、おいしいお菓子を用意しております。�
�

椿台自治会員の交流の場です。椿台自治会の方は、どなた

でもお気軽においでください。「もりのカフェ」ののぼり

が目印です。�

担当：辻正英委員�

担当：中山朱子委員�

担当：大高アツ子相談員�

対象：脳卒中後遺症の方�

内容：健康チェック・リハビリ体操・理学訓練�

※参加希望者は八森保健センターへ　77-4050�

対象：入園前の子どもと保護者�

子ども達が自由に遊ぶ場、ママたちの情報交換の場として

集まっています。お気軽にご参加ください。�

■問合せ先　　八峰町福祉保健課　健康推進係　　７６－４６０８�

　平成28年度福祉保健課健康推進係は、新採用の佐々木駿、大高彩香、

武田佳代子、伊勢睦子の保健師４人と事務職の田森昭平でスタートし

ました。�

　すべての人々が心身ともに健康でいきいき暮らせるよう、健康づく

り事業に取り組んでいきたいと思います。�

　赤ちゃんからご高齢の方まで健康のこと、こころの相談等いつでも

お気軽にお声をかけてください。�
�

　平成28年度健康づくりの主な重点事業を紹介します。�

①　すべての検診がワンコイン（500円）で受診できます。

特定健康診査・がん検診（胃・大腸・子宮・乳）肝炎検

診が500円で受診できます。肺がん検診は受診者全員が

無料です。�

　　また70歳以上の方、生活保護受給世帯、住民税非課税世帯の方も無料で受診でき

ます。�

②　検診対象者に受診勧奨（コール・リコール）事業を行います。�

　　今年度は肺がん検診対象者に、がん検診コール・リコールセンターから電話で受診

案内をします。�

③　医療機関方式による日曜がん検診を行い、受診しやすい環境をつくります。�

④　検診料金が無料となるクーポン券を配布します。(胃・大腸・子宮・乳がん検診で

該当する方)�

⑤　特定健康診査の検査項目を増やして健康診査の内容を充実させます。�

　　血清クレアチニン・血清尿酸・貧血検査を集団検診で実施します。�
�

①　運動や栄養など、各自が健康づくりに取り組んでいくためのきっかけづくりの健康

教室を行います。�

②　健康診査の後に、結果に基づいた行動ができるよう健康相談や指導の機会をつくり

ます。�
�

①　歯の健康に関心が持てるよう講話や指導の機会を増やし

ていきます。�

②　フッ化物の利用による園児・児童・生徒のむし歯予防事

業を充実させます。�
�

①　悩みやつらい気持ちを抱いている人が、相談しやすい環境をつくります。�

②　精神障害者・ひきこもり等の方が社会的自立を目指せるよう支援していきます。�
�

（管理医療機器販売業届済店�
　　　　　第03－404361号）�
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��「
売
り
た
い
も
の
市
」出
店
者
募
集�

　
旬
の
山
菜
や
工
芸
品
な
ど
、
自
慢
の
逸
品

を
売
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
同
日
、
茂
浦
民
謡

同
好
会
に
よ
る
通
り
踊
り
の
披
露
も
あ
り
ま

す
。�

日
時
　
５
月
４
日（
水
・
祝
）�

場
所
　
お
ら
ほ
の
館
前�

出
店
料
　
１，

０
０
０
円
（
シ
ー
ト
等
は
持

参
。
軽
ト
ラ
荷
台
で
の
販
売
可
）�

対
象
　
町
内
に
お
住
ま
い
の
方�

申
込
期
限
　
５
月
１
日（
日
）�

　
　
　
　
八
峰
町
観
光
協
会
事
務
局�

（
　
76
ー
４
１
０
０
）�

�

八
峰
町
担
い
手
育
成
応
援
事
業�

　
担
い
手
を
目
指
す
農
家
等
の
規
模
拡
大
や

複
合
経
営
に
必
要
な
農
業
機
械
・
施
設
等
の

導
入
を
応
援
し
ま
す
。
事
業
申
請
を
希
望
す

る
方
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。�

対
象
者
　
八
峰
町
に
住
居
を
有
し
、
次
の
い

ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
経
営
体
で
あ
る

こ
と
。�

①
経
営
面
積
が
概
ね
２
ha
以
上
で
あ
り
、
認

定
農
業
者
と
な
る
こ
と
が
確
実
と
見
込
ま

れ
る
こ
と
。�

②
県
か
ら
就
農
計
画
の
認
定
を
受
け
た
新
規

就
農
者
で
あ
り
、
認
定
農
業
者
と
な
る
こ

と
が
確
実
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
。�

③
認
定
農
業
者�

（
本
事
業
に
よ
る
農
業
機
械
・
施
設
等
の
導

入
は
１
人
２
回
ま
で
）�

補
助
率
　
税
抜
事
業
費
の
１
／
３
以
内
と
す

る
。
（
上
限
…
50
万
円
）�

　
水
稲
機
械
は
１
台
目
に
限
り
、
補
助
金
の

上
限
を
、
経
営
耕
地
面
積
が
２
ha
未
満
10
万

円
、
２
ha
以
上
３
ha
未
満
20
万
円
、
３
ha
以

上
４
ha
未
満
30
万
円
、
４
ha
以
上
５
ha
未
満

40
万
円
、
５
ha
以
上
50
万
円
と
す
る
。�

�

※
２
台
目
は
作
業
受
託
等
を
含
め
、
経
営
耕
地

面
積
５
ha
以
上
の
認
定
農
業
者
を
対
象
と
す

る
。�

対
象
施
設
等�

①
水
稲
・
大
豆
・
そ
ば
の
土
地
利
用
型
作
目

に
係
る
機
械
（
施
設
を
除
く
）
。�

②
八
峰
町
奨
励
作
目
に
係
る
機
械
・
施
設�

受
付
　
４
月
15
日（
金
）か
ら
４
月
28
日（
木
）

ま
で�

　
　
　
　
八
峰
町
農
林
振
興
課�

（
　
76
ー
４
６
０
９
）�

��

観
光
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー�

　
１
泊
２
日
の
ツ
ア
ー
を
試
作
し
て
、
安
心

・
安
全
の
観
光
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。�

日
時
　
４
月
25
日（
月
）午
後
６
時
30
分
〜
８

時
30
分�

場
所
　
ポ
ン
ポ
コ
山
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー�

参
加
費
　
５
０
０
円
（
資
料
代
）�

　
　
　
　
※
会
員
無
料�

対
象
　
旅
行
、
観
光
に
興
味
が
あ
る
方�

　
　
　
　
八
峰
町
観
光
協
会
事
務
局�

（
　
76
ー
４
１
０
０
）�

h
ttp
://w

w
w
.h
a
p
p
o
u
ta
.jp
/h
o
m
e
/�

�

が
ん
サ
ロ
ン�

　
が
ん
患
者
や
ご
家
族
の
方
が
お
話
し
た
り
、

交
流
を
図
っ
た
り
す
る
場
で
す
。�

日
時
　
４
月
22
日（
金
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時�

場
所
　
能
代
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
講
堂�

内
容
　
ミ
ニ
講
話「
リ
ン
パ
浮
腫
に
つ
い
て
」、

交
流
会�

参
加
費
　
無
料
（
申
込
不
要
）�

　
　
　
　
能
代
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
　
　
　（
　
52
ー
３
１
１
１
）�

��

精
神
保
健
福
祉
相
談�

　
自
分
の
こ
と
や
身
近
な
方
の
こ
と
な
ど
で
、

精
神
保
健
福
祉
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
方
は

い
ま
せ
ん
か
。 �

相
談
医
　
能
代
保
健
所
の
精
神
科
委
託
医�

相
談
日
　
４
月
26
日（
火
）、
５
月
24
日（
火
）、

６
月
28
日（
火
）、
７
月
26
日（
火
）�

　
※
完
全
予
約
制
。
都
合
に
よ
り
変
更
あ
り
。�

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分�

場
所
　
山
本
地
域
振
興
局
福
祉
環
境
部
（
能

代
保
健
所
）
能
代
市
御
指
南
町
１
ー
10�

　
　
　
　
山
本
地
域
振
興
局
福
祉
環
境
部

（
能
代
保
健
所
）
企
画
福
祉
課
調
整
・
障

害
者
班
（
　
55
ー
０
８
２
３
）�

�

あ
ぜ
道
相
談�

　
町
内
農
家
を
戸
別
巡
回
し
て
水
稲
苗
の
生

育
管
理
の
指
導
を
行
う
「
あ
ぜ
道
相
談
」
を

実
施
し
ま
す
。�

巡
回
日
　
４
月
27
日（
水
）�

時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時�

�

※
八
森
地
区
は
東
八
森
駅
前
、
峰
浜
地
区
は
野

菜
セ
ン
タ
ー
前
出
発�

巡
回
者
　
山
本
地
域
振
興
局
農
業
振
興
普
及

課
、
Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま
も
と
、
稲
作
部
会
、

役
場
農
林
振
興
課�

申
込
期
限
　
４
月
22
日（
金
）�

　
　
　
　
Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま
も
と
　
北
部
営
農

セ
ン
タ
ー（
　
76
ー
３
１
５
２
）、
八
峰
町

農
林
振
興
課
農
政
係（
　
76
ー
４
６
０
９
）�

��

町
営
診
療
所
休
診
に
つ
い
て�

　
４
月
15
日（
金
）休
診
し
ま
す
。�

　
　
八
峰
町
営
診
療
所�

（
　
76
ー
３
８
１
３
本
院
）�

�

町
営
診
療
所
診
療
日
の
変
更�

診
療
日
変
更
　
平
成
28
年
５
月
か
ら
（
５
月

２
日（
月
）は
休
診
）�

診
療
日
　
本
院
…
月
・
水
・
金
、
分
院
…
火

（
こ
れ
ま
で
は
水
）�

診
療
時
間
・
担
当
医
師（
敬
称
略
）　�

　
本
院
…
午
後
２
時
〜
５
時
・
三
木
一
伸�

　
分
院
…
午
後
２
時
〜
４
時
・
椿
坂
英
樹�

（
つ
ば
き
さ
か
ク
リ
ニ
ッ
ク
）�

　
　
八
峰
町
営
診
療
所
（
本
院
　
76
ー
３
８

１
３
、
分
院
　
76
ー
２
０
７
５
）�

�

献
血
の
お
知
ら
せ�

　
尊
い
命
を
救
う
た
め
、
皆
さ
ん
の
善
意
の

献
血
を
お
願
い
し
ま
す
。
協
力
頂
い
た
方
に

は
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
予
約
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

日
時
　
４
月
22
日（
金
）�

場
所
　
八
峰
町
役
場
、
秋
田
ア
ル
ス
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
松
波
苑�

受
付
時
間
　�

　
役
場
…
午
前
９
時
40
分
〜
11
時
20
分�

　
ア
ル
ス
…
正
午
〜
午
後
０
時
45
分�

　
松
波
苑
…
午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分�

　
　
八
峰
町
福
祉
保
健
課
健
康
推
進
係�

（
　
76
ー
４
６
０
８
）�

�

陽
だ
ま
り
の
会
交
流
サ
ロ
ン�

開
設
予
定
日�

　
陽
だ
ま
り
の
会
の
会
員
が
お
い
し
い
お
茶

な
ど
を
準
備
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ど

な
た
で
も
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。�

■
交
流
サ
ロ
ン
「
し
ー
が
る
」�

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分�

場
所
　
フ
ァ
ガ
ス
「
シ
ー
ガ
ル
」�

開
設
日
　
４
月
11
日（
月
）、５
月
10
日（
火
）、

６
月
10
日（
金
）、７
月
11
日（
月
）、８
月
10

日（
水
）、９
月
12
日（
月
）、10
月
11
日（
火
）、

11
月
10
日（
木
）、12
月
12
日（
月
）、１
月
13

日（
金
）、２
月
10
日（
金
）、３
月
10
日（
金
）�

■
交
流
サ
ロ
ン
「
ら
べ
ん
だ
ー
」�

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分�

場
所
　
は
つ
ら
つ
苑�

開
設
日
　
４
月
20
日（
水
）、５
月
20
日（
金
）、

６
月
20
日（
月
）、７
月
20
日（
水
）、８
月
22

日（
月
）、９
月
20
日（
火
）、10
月
20
日（
木
）、

11
月
21
日（
月
）、12
月
20
日（
火
）、１
月
20

日（
金
）、２
月
20
日（
月
）、３
月
21
日（
火
）�

　
　
八
峰
町
福
祉
保
健
課
健
康
推
進
係�

（
　
76
ー
４
６
０
８
）�

�

大
館
能
代
空
港
発
着
便
運
賃
に
助
成
し
ま
す�

　
町
で
は
、
大
館
能
代
空
港
の
利
用
促
進
を

図
る
た
め
、
今
年
度
も
引
き
続
き
「
大
館
能

代
空
港
利
用
促
進
助
成
金
制
度
」
を
実
施
し

ま
す
。
な
お
、
助
成
内
容
が
一
部
変
更
と
な

っ
て
い
ま
す
。�

　
申
請
方
法
や
対
象
商
品
な
ど
の
詳
細
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
（
一

部
対
象
外
の
商
品
あ
り
）�

搭
乗
券
購
入
の
場
合
　
片
道
あ
た
り
３，

０

０
０
円
（
大
人
、
子
ど
も
同
額
）�

パ
ッ
ク
商
品
の
場
合
　
１
商
品
あ
た
り
６，

０
０
０
円
（
大
人
、
子
ど
も
同
額
）�

申
請
回
数
　
１
人
年
間
通
算
15
往
復
（
片
道

30
回
）
を
超
え
た
場
合
、
半
額
助
成�

　
　
八
峰
町
産
業
振
興
課
観
光
係�

（
　
76
ー
４
６
０
５
）�

�

農
林
水
産
業
・
商
工
業
研
修
助
成�

　
町
で
は
、
地
域
農
林
水
産
業
・
商
工
業
の

継
続
発
展
の
た
め
、
人
材
育
成
・
リ
ー
ダ
ー

養
成
、
各
分
野
の
資
質
向
上
等
を
目
的
と
し

た
研
修
に
対
し
て
研
修
費
用
を
一
部
助
成
し

ま
す
。�

対
象
事
業
主
体
　�

①
現
に
農
業
、
林
業
、
水
産
業
、
商
工
業
の

い
ず
れ
か
に
従
事
し
て
い
る
方
。�

②
農
林
水
産
業
者
、
商
工
業
者
、
法
人
、
企

業
お
よ
び
団
体
。
（
機
関
・
団
体
の
職
員

随
行
分
は
、
補
助
の
対
象
外
）�

補
助
率
等
　
補
助
率
…
事
業
費
の
１
／
２
以

内
。
補
助
上
限
額
…
１
人
に
つ
き
５
万
円

（
企
業
に
お
い
て
は
、
１
企
業
２
人
を
補

助
限
度
額
と
す
る
。
）�

　
　
　
　
八
峰
町
農
林
振
興
課
（
　
76
ー
４

６
０
９
）
、
産
業
振
興
課
（
　
76
ー
４
６

０
５
）�

�

小
規
模
土
地
改
良
事
業
助
成�

　
町
で
は
事
業
規
模
が
小
さ
い
た
め
国
や
県

の
補
助
対
象
と
な
ら
な
い
農
地
や
農
業
施
設

等
の
農
業
団
体
が
行
う
改
良
事
業
に
対
し
て

助
成
し
ま
す
。�

対
象
事
業
主
体
　�

①
一
戸
一
法
人
を
除
く
土
地
改
良
区
や
農
業

生
産
法
人
等
で
、
法
人
格
を
有
す
る
農
業

関
係
団
体
。�

②
３
戸
以
上
の
農
家
で
組
織
す
る
団
体
で
、

規
約
等
を
有
し
代
表
者
の
定
め
の
あ
る
共

同
施
行
体
、
集
落
営
農
組
織
、
水
利
組
合

等
。
（
個
人
で
行
う
事
業
は
対
象
外
。
※

災
害
復
旧
事
業
除
く
）�

事
業
内
容
　�

①
か
ん
が
い
排
水
事
業
…
用
排
水
路
、
頭
首

工
、
た
め
池
、
揚
水
施
設
等
。 �

②
ほ
場
整
備
事
業
…
区
画
整
理
、
暗
渠
排
水

等
の
ほ
場
条
件
の
整
備
。�

③
ほ
場
内
農
道
整
備
事
業
…
新
設
を
除
く
改

修
、
改
修
舗
装
工
事
等�

補
助
率
等
　
事
業
費
…
40
万
円
以
上
、
補
助

率
…
事
業
費
の
50
％
以
内
（
農
業
施
設
災

害
復
旧
事
業
は
65
％
以
内
）�

　
補
助
金
の
上
限
額
は
１
０
０
万
円�

　
　
　
　
八
峰
町
農
林
振
興
課�

（
　
76
ー
４
６
０
９
）�

�

鳥
獣
被
害
農
家
の
皆
さ
ま
へ�

電
気
柵
購
入
費
補
助
　
町
内
の
農
地
を
耕
作

し
、
自
ら
農
業
等
を
行
っ
て
い
る
方
を
対

象
に
、
鳥
獣
被
害
防
止
用
の
電
気
柵
等
購

入
費
へ
の
補
助
を
行
い
ま
す
。
補
助
金
額

は
、
購
入
費
の
１
／
２
ま
た
は
10
万
円
を

上
限
と
し
た
額
。�

ロ
ケ
ッ
ト
花
火
等
無
料
配
布
　
ロ
ケ
ッ
ト
花

火
、
爆
竹
及
び
サ
ル
被
害
防
止
網
（
１
世

帯
１
枚
）
の
無
料
配
布
。�

　
　
八
峰
町
農
林
振
興
課
整
備
係�

（
　
76
ー
４
６
０
９
）�

高
齢
者
向
け
給
付
金�

　
給
付
金
を
受
け
取
る
に
は
、
申
請
が
必
要

で
す
。
対
象
者
に
は
す
で
に
申
請
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
６
月
30
日
ま
で
に
提
出

く
だ
さ
い
。�

支
給
額
　
１
人
３
万
円�

対
象
者
　
①
平
成
27
年
度
住
民
税
非
課
税
で
、

②
平
成
28
年
度
中
に
65
歳
以
上
と
な
る
方
。

（
課
税
者
の
被
扶
養
者
、
生
活
保
護
受
給

者
を
除
く
）�

　
　
　
　
八
峰
町
福
祉
保
健
課
福
祉
係�

（
　
76
ー
４
６
０
８
）�

�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
に
つ
い
て�

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
際
に

は
、
国
の
機
構
の
サ
ー
バ
に
接
続
す
る
必
要

が
あ
り
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
交
付
に
時
間

を
要
し
ま
す
。
午
前
10
時
ま
で
及
び
午
後
３

時
以
降
は
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
時
間
帯
で
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル�

（
　
０
１
２
０
ー
９
５
ー
０
１
７
８
）�

�

今
年
の
春
、
引
っ
越
し
す
る
方
へ�

　
進
学
や
就
職
な
ど
に
伴
い
、
実
家
を
離
れ

る
場
合
は
、
引
っ
越
し
先
の
市
区
町
村
へ
住

民
票
を
移
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
今
年
の
夏
の
参
議
院
選
挙
は
、
選
挙
年
齢

の
引
下
げ
に
よ
り
、
18
歳
以
上
の
方
が
投
票

で
き
る
見
込
み
で
す
が
、
選
挙
権
を
行
使
す

る
た
め
に
も
、
忘
れ
ず
に
住
民
票
を
移
し
ま

し
ょ
う
。�

　
　
八
峰
町
総
務
課
　（
　
76
ー
４
６
０
１
）�

�

●
募
　
　
　
　
集
�

●
講
　
　
　
　
座
�

●
相
　
　
　
　
談
�

●
お

知

ら

せ
�

問
・
申
�

問
・
申
�

問
・
申
�

問
・
申
�

問
�

問
�

問
・
申
�

問
・
申
�

問
・
申
�

問
・
申
�

問
・
申
�

問
�

問
�

問
�

問
�

問
�

問
�



町で行った入札において、予定価格が130万円以上の�
ものについて、お知らせします。�
町で行った入札において、予定価格が130万円以上の�
ものについて、お知らせします。�
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（敬称略）�（敬称略）�

３月�

（
３
月
31
日
現
在
）
�

人
の
動
き
�

■
人
口
　
７，
６
２
１
人
　（
減
43
）�

　
●
男
　
３，
５
８
４
人
　（
減
19
）�

　
●
女
　
４，
０
３
７
人
　（
減
24
）�

■
異
動
内
訳
�

　
●
出
生
　
　
　
　
　
　
　
２
人
�

　
●
死
亡
　
　
　
　
　
　
　
９
人
�

　
●
転
入
　
　
　
　
　
　
　
14
人
�

　
●
転
出
　
　
　
　
　
　
　
60
人
�

■
世
帯
数�

　
　
３，
１
１
４
世
帯（
３
世
帯
減
）�

（

　
）
の
数
字
は
前
月
と
の
比
較
。�

　
こ
の
数
字
は
住
民
基
本
台
帳
に
�

基
づ
い
て
い
ま
す
。
�

武
　
田
　
　
恵
　
茉
　
（
滝
の
間
）
�

　
　
　
【
寛
之
・
美
恵
子
　
長
女
】
�

�秋
田
谷
　
　
瑛
　
仁
　
（
八
森
１
）
�

　
　
　
　
【
秀
・
智
世
　
　
長
男
】
�

赤
ち
ゃ
ん
�

こ
ん
に
ち
は
�赤
ち
ゃ
ん
�

こ
ん
に
ち
は
�

え
�

ま
�

え
い
�

と
�

（
敬
称
略
）
�

八
峰
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
�

﹇
篤
志
寄
附
と
し
て
﹈�

﹇
香
典
返
し
に
か
え
て
﹈
�

松
　
森
　
　
忠
　
一
　（
大
信
田
）�

佐
　
藤
　
　
ゆ
　
か
　（
田
　
中
）�

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ご
結
婚
お
め
で
と
う
�

ご
結
婚
お
め
で
と
う
�

お

く

や

み

お

く

や

み

�

お

く

や

み

�

櫻
　
田
　
清
　
友
（
89
）
本
　
館�

佐
々
木
　
一
　
郎
（
88
）
小
手
萩�

三
　
浦
　
ス
　
ミ
（
87
）
中
　
浜�

田
　
代
　
昭
　
一
（
85
）
岩
館
２�

石
　
井
　
ト
ミ
ヱ
（
93
）
中
　
浜�

加
　
賀
　
榮
　
子
（
71
）
カ
ッ
チ
キ
台�

浅
　
野
　
利
　
武
（
83
）
田
　
中�

八
峰
町
へ
�

﹇
ふ
る
さ
と
八
峰
応
援
基
金
�

　
　
　
　
　
　
寄
附
金
と
し
て
﹈�

三
　
上
　
　
将
　
延
　（
東
京
都
）�

好
　
川
　
　
直
　
樹
　（
佐
賀
県
）�

佐
久
間
　
　
葉
　
子
　（
東
京
都
）�

松
　
本
　
　
祐
美
子
　（
東
京
都
）�

西
　
山
　
　
龍
太
郎
　（
岩
手
県
）�

古
　
宮
　
　
正
　
誉
　（
愛
知
県
）�

陳
　
　
　
　
文
　
珍
　（
大
阪
府
）�

高
　
橋
　
　
正
　
人
　（
北
海
道
）�

今
　
林
　
　
義
　
之
　（
埼
玉
県
）�

戸
　
井
　
　
雅
　
宏
　（
神
奈
川
県
）�

納
　
谷
　
　
　
新
　
　（
神
奈
川
県
）�

野
　
村
　
　
義
　
昭
　（
神
奈
川
県
）�

西
　
村
　
　
聡
　
一
　（
東
京
都
）�

澤
　
田
　
　
直
　
之
　（
東
京
都
）�

　
�

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
�

契約金額�67,111,200円（落札率98.04％）�

請負業者�㈱嶋田建設�

■２月10日入札分�

○林道施設災害復旧事業　林道峰浜線１号箇所工事�

契約金額�7,182,000円（落札率89.98％）�

請負業者�創和技術㈱　能代事務所�

■３月１日入札分�

○新川橋ほか２橋　橋梁補修設計業務委託�

見
　
上
　
　
司
　
　
　（
三
種
町
）�

佐
　
藤
　
　
勇
　
一
　（
椿
　
台
）�

�厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
�

畠
　
山
　
　
善
　
行
　（
大
　
沢
）�

亡
　
父
　
昭
　
一
�

�松
　
森
　
　
尚
　
文
　（
　
塙
　
）�

亡
　
妻
　
キ
ン
子
�

�佐
　
藤
　
　
秀
　
美
　（
強
　
坂
）�

亡
　
父
　
　
実
　
�

�泊
　
川
　
　
　
　
茂
　（
八
森
３
）�

亡
　
父
　
勝
　
治
�

�芹
　
田
　
　
　
　
仁
　（
岩
　
子
）�

亡
　
父
　
拓
　
也
�

�櫻
　
田
　
　
照
　
子
　（
本
　
館
）�

亡
　
父
　
清
　
友
�

�厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。
�

第2回�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
部
屋�

ツアーでは、リフ
ォームをしている
自宅を紹介！�

������　
こ
ん
に
ち
は
！
移
住
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
の
鈴
木
了
で
す
。
�

　
今
回
は
、
私
が
移
住
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
と
し
て
考
え
る
八
峰
町
の

ビ
ジ
ョ
ン
（
未
来
像
）
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。
�

　
ち
ょ
う
ど
９
年
前
の
春
、
私
は

秋
田
か
ら
出
て
み
た
い
と
い
う
気

持
ち
も
強
く
、
大
阪
の
大
学
へ
進

学
し
ま
し
た
。
当
時
、
生
ま
れ
育

っ
た
町
の
ビ
ジ
ョ
ン
な
ん
て
考
え

た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
�

県
外
で
就
職
、
結
婚
、
そ
し
て
親

に
な
る
と
い
う
経
験
を
し
、
自
分

自
身
が
大
人
に
な
る
に
つ
れ
、
小

さ
い
こ
ろ
見
て
い
た
大
人
た
ち
の

姿
を
思
い
出
す
こ
と
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
�

　
私
の
ま
わ
り
に
い
た
大
人
た
ち

は
い
つ
も
子
ど
も
の
成
長
を
や
さ

し
く
見
守
り
、
そ
し
て
、
町
の
た

め
の
活
動
を
進
ん
で
行
い
、
町
の

文
化
を
守
っ
て
い
ま
し
た
。
�

　
そ
れ
か
ら
、
よ
う
や
く
八
峰
町

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
�

　
私
も
生
ま
れ
育
っ
た
町
で
、
小

さ
い
こ
ろ
見
て
い
た
大
人
た
ち
の

よ
う
に
、
町
の
た
め
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
頑
張
る
姿
を
わ
が
子

や
町
の
子
ど
も
た
ち
に
見
せ
た
い
。

そ
の
世
代
に
自
分
は
な
っ
た
の
だ

と
気
付
い
た
の
で
す
。
�

　
『
大
人
た
ち
の
背
中
を
見
て
育

っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
い
つ
か
み

ん
な
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
八
峰
町
』

こ
れ
が
私
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。
�

　
先
日
、
八
峰
町
で
初
め
て
お
試

し
移
住
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
�

　
全
国
か
ら
参
加
し
た
９
名
の
参

加
者
は
、
交
流
会
で
触
れ
合
っ
た

町
民
の
温
か
さ
や
景
色
・
料
理
に

感
激
し
、
ツ
ア
ー
終
了
後
に
感
謝

の
お
手
紙
を
送
っ
て
く
れ
た
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
�

　
普
段
、
何
気
な
く
過
ご
し
て
い

る
町
の
良
さ
を
、
外
か
ら
や
っ
て

く
る
人
に
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
�

　
移
住
者
の
た
め
だ
け
に
活
動
す

る
の
で
は
な
く
、
町
民
と
移
住
者

の
交
流
を
生
み
出
す
こ
と
で
、
町

民
が
町
の
良
さ
に
気
付
き
、
町
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
る
き
っ
か
け
を

作
る
の
も
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

の
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
�

叙勲�旭日双光章�
【地方自治功労】�

故　須　藤　三四郎　さん�
　平成28年１月２日に亡くなられた須藤三四

郎さんが旭日双光章に叙せられ、ご家族に勲章

と勲記が伝達されました。�

　須藤さんは昭和54年９月から平成15年８月

まで６期24年間八森町議会議員を務め、平成

11年からは議会議長として町政の発展に尽力

されました。�

叙勲�旭日単光章�
【地方自治功労】�

故　堀　内　太　一　さん�
　平成27年11月18日に亡くなられた堀内太一

さんが旭日単光章に叙せられ、ご家族に勲章と

勲記が伝達されました。�

　堀内さんは昭和42年８月から平成３年８月

まで５期20年間八森町議会議員として、また、

農業委員としても３期９年務め、町政の発展に

尽力されました。�

町
職
員
新
規
採
用
者�

岩
城
　
　
駿�

（
福
祉
保
健
課
　
福
祉
係
）�

佐
々
木
　
駿�

（
福
祉
保
健
課
　
健
康
推
進
係
）�

退
職
者
の
お
知
ら
せ�

木
　
村
　
　
　
学�

米
　
森
　
　
博
　
孝�

金
　
平
　
　
公
　
明�

田
　
村
　
　
　
正�

柴
　
田
　
　
由
美
子�

笠
　
原
　
　
益
　
子�

　
　
（
３
月
31
日
付
退
職
）�

�

日本初！お酢を主成分に�
食品原料だけで作られた消火器�

八峰�町�峰�浜�沼�田�「�道�の�駅�」�と�な�り  �7�6�－�4�6�4�9�
よ ろ し �く�

おらほの館�おらほの館�おらほの館�おらほの館�

・売りたいもの市（
参加者募集）�

・茂浦民謡同好会
による唄・踊り�

・売りたいもの市（
参加者募集）�

・茂浦民謡同好会
による唄・踊り�

ポンポコ山さ恋ポンポコ山さ恋・
来い来い�ポンポコ山さ恋ポンポコ山さ恋・
来い来い�

ポンポコ山さ恋・
来い�5/4 水�県�内�で�一�番�読�ま�れ�て�い�る�新�聞で�す�

一�週�間�お�試�し�（�無�料�）�を�ど�う�ぞ。�




